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仁
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融
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仁
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友
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収
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仁
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叫
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融
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什
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述
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も
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債
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一
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日
て
試
案
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ま
こ
め
て
い
る
ハ
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菜
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問
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機
関
を
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行
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台
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さ
せ
一
心
従
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h
J
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念
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ン
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安
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作
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一
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さ
ザ
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る
と
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が
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与
れ
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問
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融
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関
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述
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め
仁
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門
川
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版
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U
八
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す
る
必
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が
あ
る
と
の
従
一
つ
が
ヘ
J
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れ
、
い
る
ー
F

）
の
試
来
は
大
蔵
省
な
と
泌
係
省
庁
に
も
不
さ

V

＋

へ
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L
L
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次
に
玖
ム

μ本
の
設
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を
い
い
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こ
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A

石川

。
円
に
は
武
村
疋
夜
城
ド
が
多
士
山
肌
何
人
校
長
門
口
ム
討
さ
、
金
融
的
状
認
の
処
近
い

〉
、
ご
、

〆
し
i

れ
む
を
得
な
い
湯
今
は
、
矢
崎
賞
金
も
あ
る
か
な
、
ー
と
川
、
っ
論
理
も
あ
る
一
と
指
叫
制
し
て
い

信
組
処
刑
刊
に

3
一
ミ

ナ
ム
竹
パ
州

対

7
る
批
判
ぃ
i

刀
相
次
ぎ
、

政
ム
旧
家
が
公
的
rkAr
の
投
入
に
つ
い
て
詮
↓
一
rを
始
め
る
り
は
い
ヘ
月
に
な
っ
て
か
ら
で
予
心
、

六
月
一
｜
に
、

陥
読
後
の
間
給
源
談
ム
三
、
一
討
中
広
休
刊
白
治
は
が
、

不
丸
山
知
権
問
題
の
れ
閃
に
店
極
的

E
Uムスドト
3bJ山吋部出
L
9
る
の
で
、

に
取
り
組
む
必
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が
あ
る
、
関
係
信
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を
苧
げ
て
公
的
資
♀
の
リ
ヴ
人
を
含
め
て
世
間
極
的
？
と
、
の
問
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を
取
り
上
げ
る
べ

L
Y

一
述
べ

た
η

こ
れ
会
受
け
て
此
れ
は
悶
一
日
前
段
、

不
良
債
権
処
聞
の
ど
め
の
公
的
資
金
の
導
人
に
つ
い
て
、

「
会
融
ン
ス
一
ア
ム
や
揺
る
が
さ
ず
に

守
勺
て

ρ

く
た
め
、
公
的
な
か
か
わ
り
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内
然
、
太
司
な
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つ
パ
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的
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入
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よ
る
不
yKい
泣
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的
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を
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し
た
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い
つ
却
逃
が
な
さ
れ

し
か
し
、
六
け
に
な
る
と
武
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は

か
の
公
印
な
か
が
わ
り
と
一
三
っ
た
だ
け
で
、
却
、
公
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資
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受
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ら
な
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し
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－
叫
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し
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↓
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合

を
日
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仁
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述
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で
、
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金
融
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紅
白
丈
と
金
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絞
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債
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資
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巴
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必
要
」
！
と
r叫
べ
て
い
る

六
月

一
イ
ゴ
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は
抵
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紘
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目
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党
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町
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が
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を
つ
け
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大
向
J

に
が
γ
共
慣
持
処
開
山
川
町
四
に
J
V

ち
向
mr
コ
て
い

け
る
手
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に
又
、
え
て
し
か
な
け
ノ
れ
ば
な
ら
な
い
L

と
遥
べ
、

ま
た
公
的
資
金
の
泣
ザ
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に
悶
J

て
も
、

す
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ば

M
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納
一
件
で
き

る
か

71
プ
ン
に
議
論
し
な
け
れ
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な
ら
な
い

月

τ凡
ド
ト
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に
は
γ

町
一
吋
士
正
銀
行
川
町
長
が
｛
円
山
川
よ

v
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中
川
門
誌
な
姿
勢
ヰ
一
｛
小
〕

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

元
首
仰
の
事
絡
所
を
訪
ね
た
o

H
沢
は
、
九
氏
依
権
処
法
に
伎
会
計
か
ら
資
金
を
投
入
す
べ
き
だ
こ
伯
円
高

L
、
さ
ら
に

1

経
営

mTJ 

E
正
平
仁
政
賞
作
い
を
蛤
訴
し
過
ぎ
な
え
ん
な
。
み
人
な
萎
涼
し
て
動
く
も
の
も
動
か
な
い
ー
と
謡
っ
た
と
い
っ

J

片
山
山
は
一
心

R
に
は

話
法
の
ぬ
で
、
公
均
蛍
か
す
の
導
入
に
よ
っ
オ
金
問
機
川
叫
の
不
良
債
権
処
坦
い
優
先
し
て
取

υ
印
私
む
べ
き
だ
し
f

一定一円
L

川
口
円
に

は
t
H
K八
%
山
山
口
述
絡
会
で
、

小
良
債
権
仇
一
逝
に
公
的
資
金
を
F
九
て
る
内
密
か
詩
話
さ
れ
た
f

そ
ご
で
は
松
谷
茂
約
織
広
報
本
部
長
が
、

一
一
信
組
処
坪
に
社
論
が
お
反
発
し
た
こ
し
ど
を
念
戸
ん
に

国
民
感
情
ケ
ハ
疑
念
が
あ
る
一
と
指
摘
し
、

除
J

障
政
治
改
J
中
半
部
長
も

μ
y
ル
間
川
に
佐
官
判
附
を
誤
っ
た
企
業
叩
こ
そ
頁
任
の
明
確
化
が
必
安

と
目
重
な
主
事J
を
一
小
し
た

々
、
卯
峠
持
政
科
会
長
泣

ー
公
的
資
金
十
伎
わ
な
い
と
来
い
粁
済
が
し
し
ド
力
機
還
に
来
、
り
な
1v
と

v
、
つ
似
が
あ
心
レ
ー
そ
の
必
安
れ
長
い
白
調
、
守
山
見
か
分
か
れ

た
、
そ
こ
で
ぬ
般
に
森
吉
朗
幹
旦
ず
長
が
、
小
良
債
権
か
円
五
経
治
を
活
↑
叱
三
一
寸
る
た
め
山
障
LT
一
に
な
っ
て
い
ノ
ヴ
h
L

ぞ

i
分
間
主

え
て
攻
行
ま
じ
め
た
い
」

5r、
の
坊
を
ま
と
め
た
と

v
う
し
続
い
て
聞
か
わ
J

人
政
調
ー
上
副
ム
ヌ
ら
の
協
議
で
も
、
－
E
小
気
阿
復
に
附
け

てプハ！
H
仏
μ

版
権
問
週
令
J
J
版
寸
ノ
崎
山
地
々
以
ゃ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ν

前
日
時
は

一
口
に
も
、
ー
と
v

p

い
う
子
を
政
治

ν 

i可
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や
行
政
が
れ
つ
が
に
な
っ
て
い
る
u

浮
3
び
一
が
っ
て
ノ
る
間
援
を
恐
れ
て
え
没
り
し
て
い
い
も
の
と
な
い

と
述
べ
、
公
口
市
資
、
孟
の

投
入
に
前
向
ミ
な
安
勢
を
ボ
し
て
U

c、

斗＂＇

匹
日
に
は
社
会
f
J

ん
の
久
川
市
内
い
い
一
中
川
一
記
長
が
、

金
融
機
関
の
不
良
債
持
込
理
に
向
け
ナ
人
下
目
的
資
金
の
泣
入
い
つ
い
て
、

折
、
什
川
蓄
の
2

い
l

市
寸
ハ
任
原
則
則
的
明
確
化
ι
金
融
撚
間
同
の
倍
以
恥
閲
示
、
凶
会
で
の

「
不
良
債
柑
に
悶
す
る
刊
州
内
判
別
委
口
、
会
一
へ
仮
ル
＼

引
に
、
前
向
告
の

金
融
機
関
心
小
良
債
怯
机
一
時
的
介

二
人

U
仁
は
村

H
富
市
れ
相
も
、

財
界
人
！
と
怒
談
ヤ
J

た
際
に
、

め
の
い
式
則
ぷ
V
H
ふZ
A
J

斗
人
に
つ
い
て
、

ー
反
村
山
寸
山
見
も
あ
り
、
部
川
j

い
刈
も
あ
る
が
、
前
向
き
に
般
討
い
た
い
」

ζ
r
t
u

山
勺
戸
、
八

J
Fり
つ
！
こ
J
り

一
日
に
発
p
ょ
し
た
合
一
日
全
機
乗
っ
攻
り
明
作
一
じ
逮
捕
v
d
れ
た
銀
／
行
員
に
月
額
八
口
九
円
の
休
執
エ
正
一
モ

て
い
た
一
」
と
か
発
党
J

た
た
め
、
「
門
川
沿
の
銀
ね
に
な
芝
公
的
自
h

息
子
五
」
と
い
う
戸
も
卜
が

ν
た
こ
二
ヘ
に
は
野
｝
一
自
治
仰
が
氏
本
部

で
の
講
涜
台
、
「
私
立
り
む
過
が
い
い
一
皮
ー
一
川
、
財
＃
仁
三
宍
し
山

L
C
な
お
足

n
な
い
し
い
う
の
寸
な
け
れ
ば
国
民
は
述
掃
で
き

な
い
」
、

公
的
J
A

民
全
な
ベ
つ
ら
灯
台
つ
ー
を
取
J

と
か
ら
だ
t
7
y
k
m
～
（
一
「
し
と
い

し
か
し
企
が
：
、
公
均
資
金
投
入
の
一
説
き
は
止
ま
ら
な
か
っ
た
u

六
月
七
け
に
は
女
川
沖
計
済
対
策
全
土
と
め
ナ
百
，
て
の
と
り
土

と
め
の
際
に
は
、
日
以
党
打
、
経
済
再
が
不
良
債
存
地
秤
の
た
め
の
手
、
お
資
金
の
校
人
を
治
く
変
朗

L
、
そ
の
結
果
、
〈
融
印
度
ぷ
ん
日
会

に
設
け
る
一
金
融
～
ス
テ
ム
安
定
化
委
仁
川
会
」
一
じ
公
わ
J
r六
〈
す
の

Mtvへ
を
一
声
ち

る
一
こ
と
が
骨
川
れ
つ
マ
山
一
ゴ
L
J

れ

け
今
七
円
に

は
、
与
党
一
党
の
政
調
政
率
会
長
カ
協
議
人
法
立
政
松
恨
の
当
医
の
主
点
政
策
と
な
る

九
人
ム
融
機
阪
の
不
！
パ
偵

品
惟
処
岨
ー
の
た
め
の
公
的
資
金
の
導
入
チ
盛
り
込
む
石
引
を
川
め

一
つ
は
に
「
一
相
一
党
合
立
は
ま
Lr
め
ら
れ
、
経
リ
担
情
説
悶
不
、

経
常
－
p
t
m
腎
責
任
の
州
議
化
、
企
業
的
内
助
努
力
を
筑
間
叫
に
、
リ
鋲
ね
組
な
ど
の
公
的
資
金
の
洋
一
人
も
あ
汗
め
「
門
ハ
伴
策
に
コ
い
て
、
秋

の
臨
時
国
会
て
の
実
兵
士
め
と
に
険
討
を
包
号
、
こ
：
か
明

rkpれ

ト

h

旬
、
↓
仁
丹
に
は
好
記
第
一
止
め
新
注
rM
炉

江
川
済
情
I
一己の

す
る
汁
州
政
災
の
十
一
立
し
を
ま
L
r

め
て
い
る
戸

y
九
一
）
で
は
金
融
機
関
心
六
l
M

民
店
、
住
処
恕
に
関
し
て
、
ト
へ
手
銀
行
も
ん
司
め
ん
J

ァん
( 

≪ー
フ下ご
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経
常
良
作
の
追
及
な
ど
を
条
件
仁
、
人
刊
日
出
資
金
投
入
の
刀
主
が
昨
日
記
さ
れ

こ
の
時
市
町
川
じ
与
え
一
一
！
「
ぬ
と
新
准
党
が
政
治
の
北
川
本
方
主

を
打
九
山
l
た
の
は
、
仁
丹
二
一
日
の
歩
一
一
Y

ポ
一
冗
選
苧
を
は
、
A

叫
ん
F
の
こ
と
で
あ
っ
た
〈

つ
ま
り
川
守
百
レ
も
、
八
ム
内
山
賃
金
の
投
入
ゃ
れ

ち
山
し
て
渓
リ
ケ
を
戦
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
～

b
っ
と
も
、
こ
て
で
の
公
的
資
令
は

股
引
泌
を
指
〕
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
介
九

の
凶
川
に
剥
口
州
問
紅
か
4
1
っ

た
政
浪
恒

ψ
J甘
＼
の
イ
ン
タ
占
リ
ム
ー
に
よ
品
〉
、
に
ふ
兄
一
一
党
、
判
進
党
と
も
に
、
公
的
資
金
の
中
身
に
フ
ロ
＼
日
本
銀
行
の
仰
資
自

特
別
融
資
、
預
J
C
保
ぬ
機
構
の
活
以
て
は
一
時
比
二
、
い
た
r

庁1 
tt J 
引車

乙乙？〉

ι;-i ; 吏
〉む Ji］ 
〆イ
l「＇ C

I下J て
なは
同、
？チ白
今. E,i; 
＂ーム
品見
せ σ》
ご出
い判1
之＇＇11ュ邑
Mt 
"" 前
向
日立

関
本
会
長
が
、
「
U
A
川
や
与
党
の
議
論
に
ま
ち
た
い
子
じ
て
い
る
以
舛
は
、

や
は
り
凶

民
刊
翁
を
考
ズ
ゐ
ー
一

政
治
訟
は
ボ
ー
以
依
梓
処
理
に
託
金
を
仰
い
た
く
は
な
か
っ
た
の
ご
あ
ろ
、
）

け
れ
と
も

日

M
M述
の
提

nvrAM情

い松
l
て
い
る
よ
み
に
、

日
銀
特
政
ぞ
財
政
投
融
資
で
は
限
界
が
あ
っ
た
J

そ
の
九
め
、
炊
F
い
旧
日
夕
は
ゆ
仰
の
一
と
を
そ
ち
そ
も
認
識
し
て
い

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日HI 

も
し
く
は
U
拾
の
反
対
を
山
か
れ
て
そ
の
吟
」
と
を
一
ヨ
い
山
川
せ
な
か
っ

f
の
か

ド
？
と
L

ソつ
ι

」
っ
し
J

ご為、）毛九片付い、
J

L
｝一

1
1
一

ど

γ

「

F
1
1
t
L
r
E
L
U
ん

な
か
っ
た
め
か

日
乙
る
口
刑
レ
山
口
で
ち
れ
ば

バ
ム
旧
家
は
い
ま
ど
に
金
融
問
題
の
本
質
を
十
分
に
市
八
日
併
で
き
て
い
な
か
っ
た
F

）
と
に
な
る
n

絞
者
で
あ
れ

ば
、
政
治
家
は
世
論
の
品
川
に
よ

JJt

一
般
市
械
の
技
人
に
踏
み
切
れ
な
か
、
ノ
だ
と
い
つ
ご
と
に
仕
る
υ

い
ま
だ
に
土
地
の
円
い
つ
げ
桜
山
市
の
設
，
u
一
に
は
熱
心
亡
、

も
O
L
一
も
冊
以
、
品
川
家
は
、

そ
の
胃
一
い
戸
げ
の
た
以
人
す
に
は
一
般
司
源
の
ね
p

人
が

考
え
ら
れ
て
い
た
内
え
U

J

ン
タ
ヴ
J

！
と
は
、
新
進
党
総
ム
川
誠
材
担
当
の
回
限
前
、
火
力
、
ー
国
力
一
紋
別
況
を
利
川
市
し
て
、
？
川
内
川
化

し
な
い
土
抗
争
凶
右
地
と
、
二
、
買
い
ト
げ
る
の
は
、
云
矧
的
に
み
て
忠
仁
」
と
で
は
な
い

L

、
七
会
党
政
策
事
議
会
長
の
悶
昨
日
行

が
、
地
お
J

の
上
地
悶
資
公
が
い
な
ど
が
土
地
を
ド
H
U
ト
げ
る
炉
、
川
が
財
政
市
在
L
Y

で
工
允
オ
フ
叫
余
地
が
あ
り
そ
う
」

l
f

、
さ
き
が
け

政
付
刑
制
心
一
門
会
一
只
の
り
官
出
人
が
、

地
と σ〉

そい

己採
'f M 
／三会

＼帯i

~.：；： 

す
"' 
H 

上if 
乙う

子号、

合

『
…
れ
い
い
同

μ

了
J

トド

v

名
づ
け
ん
戸
、

川一兆

H
N州
慌
の
阿
佐
を
発
行
J
q
r

る」

－
」
の
、
｝
と
か
ら
に
て
政
治
家
は
、

A

般
財
源
の
使
し
パ
そ
れ
円
体
を
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嫌
っ
た
と
い
、
つ
よ
り
は
、
あ
均
九
ざ
ま
な
銀
ノ
付
北
対
と
有
砕
μ
併
に
認
識
さ
れ
る
が
む
の

般
対
日
況
の
投
入
に
は
何
一
甫
で
あ
三
え
と
い
う

二
と
が
わ
か
る
に

c、

斗＂＇

し
か
も
以
川
何
不
た
ち
は
、

」
れ
か
ら
も
は
判
営
岐
絞
ャ
一
。
る
可
能
性
が
あ
る

荘
し
州
市
一
小
動
訟
の
流
動
化
に
品
川
U
H
、f
，
と
反
阪
、

た
め
、
そ
れ
に
給
与
え
て
破
絞
処
川
町
vhチ
終
節
ず
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
そ
の
処
即
日
程
う
二
｛
公
的
資
金
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

7
山
山
に
凶
山
ほ
と
ん
と
門
及
L

て
い
な
い
J

に
の
こ
と
！
？
り
て
1
政
活
家
は
、

い
ま
だ
金
一
線
問
題
の
深
刻
さ
と
、
ぞ
れ
に
と
う
対
処
J
E

べ

き
な
の
か
レ
r

い
う
ご
と
J
V
7
i
ハ
刀
に
田
町
解
し
て
は
い
な
か
コ
た
と
考
二
八
ら
れ
る
一

こ
れ
以
降
も
村
山
首
相
は
、
公
的
資
与
？
の
い
日
へ
に
炉
問
問
問
的
な
允
百
を
繰
り
返
J

た

t
月
一
ハ
日
に
は
令
融
機
関
川
町
ん
l
円
此
債
依
忠
利
」

門
川
引
叫
に
つ
い
て

金
融
…
の
す
で
J

ん
は

に
た

ν
へ
ん
大
き
な
影
明
ー
が
あ
る
こ
山
口
己
玄
伴
を
明
情
に
七
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
’
、
ン
？
ι

業
情
恨
の
公
明
、

を
徹
底
し
た
う
に
で
、
な
長
か
っ
必
安
な
ら
ば
公
的
な
げ
ぬ
f
与
え
ご
処
珂
甘
さ
る
を
え
ヘ
み
し
」
と
述
べ
て
い

ま

f
、
八
月

日
じ
に
も
以
界
へ
と
の
会
人
じ
で

〈
矛
融
不
安
を
払

L
よ
く
す
る
ん
め
前
向
き
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口
〈
ム
舵
機

間
判
ヘ
幻

は
な
く
、
一
担
金
有
似
体
護
l
y
i

い
ろ
意
味
じ

（
公
的
資
金
の
、
引
山
者
、
汗
一
）
挙
人
は
や

ιを
河
な
い
一
と
山
内
山
ベ
一
L

い

ノつ

ベ
「
れ
た
白
い
ん
T
V
L
M
総
決
選
挙
に
山
一
候
川
市

L
」
い
た
鳩
山
本
能
ぶ
郎
は
、
反
挙
叫
刊
に
際
し
て
、
主
融
機
関

九
九
五
年
九
月

中
山
究
の
信
特
買
い
取
り
侠
滑
に
公
的
資
金
を
い
叫
J
人
L
9
る
～
」
と
を
は
取
と
し
て
掲
げ

可

一
日
半
J
H
J
ぱ京四百円れ

の
取
材

U
ベ
｜
こ

Z

I
I
L
i
－

－

 

h

いI
L
U
C
、
ホ
刷
機
慌
の

一木

l
A資
庶
山
、
っ
ち
回
収
可
能
な
勺
の
を
、
買
い
取
行
機
荷
や
組
合
に
集
め
F
Q

戸
」
と
を
枚
♂
す
べ

5

で
め
い
リ
、

そ
の
い
ヤ
に
は

「
決
／
ソ
ロ
ゴ
似
仁
川
資

υ
ご
も
ら
わ
な
け
札
ば
な
ら
な
ハ
v
v
J
、
お
只
念
、
か
不
「
札
止
な
、
り
、

囚
か
支
出
す
る
こ
と
が
あ
…
っ
て
も
引

↓

f

R

A

一
レ
一
れ
に

J

P

」
一
s

j
リカ
F
J
V

一
と
ー
ロ
ャ

一
人
ー
に
は
純
一
軒
、
演
説
で
、
山
川
r
H
V」
肌
曜
に
陥
っ
て
つ
v
る
一
？
」
！
小
金
融
機
関
山
支
援
を
や
ら
長
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
、

い
ん
阿
ず
っ
；
分
士
支
保
存
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、

財
政
じ
融
資
ふ
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

1
f
同八L

河
口
｝
】
「
、
ぃ

う
し
た
動
き
に
汁
L
て
大
蔵
省
は
し
に
つ
対
W
U
J
た
の
か
じ
順
次
、
見
て

ν
く
こ
と
に

L
？っ、
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沼
町
一
川
口
に
政
府
は
、

町哨勺品川門
z
H

凶
・
経
J
バ
対
策
を
発
表
し
た
り
そ
の
粁
済
対
策
に
は
、

1

1

小
字
川
、
川
の

ー
と
い
っ
中
町
山
円
円
い
L

金
融
従
拐
の
不
ー
只
債
権
は
従
来
の
発
怨
に
レ
ら
わ
れ
る
よ
し
f

一
な
く
お
お
む
ね
立
年
間
で
栢
析
的

ι処
刑
門
を
逆
め
る
」
と
い
う
丈
一
村
が

市川川り
f

一
口
ま
れ
て
い
た
t

こ
れ
は
公
的
資
金
投
入
の
た
め
に
大
九
時
や
が
打
っ
た
布
心
で
あ
っ
た
と
い

六
月
hLU仁
は
篠
IK恭
助
事
務

次
tJU
が
、
不
曳
債
権
処
理
に
公
的
資
金
を
導
入
、
一
る
こ
と
い
つ
い
て
、
「
十
い
か
り
左
へ

公
的
資
金

長
易
い
山
刊
て
い
く
段
階
℃
は

て
伯
い
霞
f
o
枚
だ
が
必
裂
だ

ν

か
J

、
八
日
に
大
蔵
省
は
、
「
金
訓
ン
ス
ア
ム
の
機
限
同
筏
に
つ
い

？
y

地
べ
ご
い

て

v

い
う
金
融
つ
政
ね
剣
士
公
表
す
る

こ
の
γ
人
舎
は
、
ペ
イ
オ
つ
の
立
年
同
掠
れ
加
を
行
丸
山
「
と
μ

も
に
、
会
融
機
関
心
不
良
債

権
処
刑
行
に
つ
い
て
、
「
公
的
な
関
守
の
あ
れ
方
も
合
め
た
多
角
的
な
抗
古
か
ら
広
く
議
論
が
行
わ
わ
、
木
問
題
に
斗
す
る
坦
解
が
汲

t

る
ご
と
を
期
ね
す
る

ノ
一
い
う
7
1
人
一
口
千
怒
り
次
つ
ん
ず
い

予
れ
に
つ
い
て
は
た
蔵
省
幹
部
が
、
「
公
的
資
金
も
含
め
た
議
論
の
端
緒
」

, ' 
、
,,, 

予
A

り
い
沼
村
川
心
人
ム
表
前
後
仁
、
に
地
蔵
省
斡
お
か
あ
る
政
治
意
に
対
し
て
、
ベ

HWT叶
は

「
マ
ス
ー
ミ
が
柑
ヒ
て
い

' 
~ 

込－
I二

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

る
は
y

、
公
的
資
全
に
柿
い
重
な
わ
け
で
は
あ

η
ま
せ
ん
l

ど九

1
1
J

と

i

ι
グ

コ一円

こ
れ
川
小
山
内
院
大
成
省
は
、
回
ら
は
公
的
資
金
町
役
人
に
は
絞
首
一
な
の
だ
が
、
公
的
資
金
に
つ
い
て
議
八
一
叩
が
な
う
れ
る
こ
と
は
散
刊
す
る

と
い
う
安
勢
を
と
り
続
げ
た
ο

十
J

は
7

八
月
八
日
に
発
ム
仇
さ
れ
た

ー〈止一跡、
γ

ス
テ
ム
的
機
能
向
復
に
つ
い
て

の山山川
P
A
ポ
い
は

財
」
一
ん
良

金
に
よ
る
対
ー
九
も
柿
ハ
ム
引
さ
れ
る
べ
－
Z
J
H
と
と
の
十
百
円
川
が
ん
パ
ま
れ
て
い
た
f

作
一
が
大
尉
宇
は
、
出
問
料
水
久
勢
を
不
T
P

の
は

ふ
ま
い
た
い
川
上
f

判
断
し
、
こ
の
品
分
を
削
除
し
た
ー
と
い

九
日
に
は
西
川
銀
行
局
長
が

U
本
山
村
流
新
開
祉
の
取
材
に
民
じ

経
常
信
悪
化
し
七
金
融

問
料
開
に
公
的
資
金
を
与
人
J
9
る
こ
と
に
つ
い
て
、

公
的
資
企
の
E
J
入
に
慎
敢
な
位
指
も
あ
ゐ
d

解
決

T
段
と

ν

て

財
政
資
企
の
よ

狭
い
玄
…
峠
で
の
公
的
資
金
を
導
一
人
す
る
か
！
と
う
か
の
日
一
州
市
泊

i
分
以
〈
さ
札
て
は
J
U

な
こ
と
れ
応
べ

即
時
実
施
は
凶
雑
と
の

な
認
み
を
衣
川
し
人
／
F

ラ
幹
一
一

f
f
L
 

に
タ
ブ
ー
を
設
け
る
っ
ち
り
は
な
い
」
と
む
尚
一
八
、
公
山
資
立
の
界
人
を
め
ぐ
る
論
議
円
体
に
は

引
向
き
に
流
行
組
む
姿
勢
手
一
小
J

て
ν

ベL
h
v
f
hい

在
日
に
は
筏
山
れ
が
記
ア
」
ム
バ
込
の
場
で
、
付
単
な
ど
の
紋
す
が
策
に
関
連
し
て

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、1ヲ，， 3c7 '?'106, 7 : 
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公
的
資
合
の
問
題
が
最
近
話
聞
に
出
亡
き
亡
い
る
の
は

1〆

公
的
資
金
を
ム
ザ
ッ
ー
不

わ
れ
わ
れ
と
lJ
」
ら
ウ
エ
凡
カ
ム
ー

良
債
純
正
処
理
ず
る
こ
と
の
J
芯
ず
に
コ
い

る
ラ
」
い
ど
ば
歓
迎
L
q
J

る
ー
と
の
姿
、
努
を
強
剥
し
て
い

c、

斗＂＇

六
日
斗
一
t
L
U
U

い
政
府
は
追
加
景
気
対
策
を
ま
と
め
た
、
ょ
の
I
Y

り
ま
と
め
の
際
に
丙
楽
界
I
y
t円
以
均
二
、
不
良
債
権
犯
埋
め
七
め
い

公
的
資
全
チ
、
導
入
す
る
こ
L

ナ佐伯
f
、
求
め
た
〔
か
I

v

十
九
時
域
者
片
山

目
史
的
ん
詰
、
」
刀
J

刷問料

と
一
一
工
、
対
h
h
↑
長
り
込
も
一
工
一
に
は

油
引
い
草
だ
っ
た
結
句
、
金
融
制
限
剣
先
会
的
卜
市
細
川
端
J
I

検
討
J
9
るト

rγ
つ
こ
と
で
大
政
討
が
折
札
七
v

金
融
機
関
の
破
綻
机
一
時
的
介

め
の
公
的
資
金
J

斗
人
に
つ
い
て
は
、
金
城
制
度
調
宏
九
百
に
設
け
る
「
急
線
、
／
ス
テ
ム
宏
一
一
か
y
安
一
ザ
バ
」
一
V
同
ち
に
検
討
寸
る
と
の
す
人
一
円

が
人
れ
ら
れ
、
七
月
同

H
に
初
会
ム
円
を
引
く
ζ

v
し
と
な
み

ム
」
れ
を
戸
工
け
式
U
U
践
相
は
、

公
的
資
〈
…
竺
与
入
に
つ
い
て
、

引
山
支
一
な
盗
勢
を
不
L
て
い

ミ
ノ
（
公
的
資
金
の
）
議
論
は
内
部
で
険
引
い
ぐ
い
き
た
い
。
ぺ
川
す
る
と
き
は
吟
附
す
る

一
（
い
）
日
に
は
号
公
一
が
新
一
一
党
八

ugL
を
品
川
辺
l
、
p
で
の
中
て
バ
艮
fMほ
処
述
の
た
め
の
公
的
資
金
宇
人
に
山
W
Mさ
に
取
リ
犯
む
ご
円

お一

を

川

記

た

の
K
J
h
J
、
千
三
山
際
、
六
煎
省
は
こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
る
と
の
報
去
が
な
ν

れ
て
い
る
ー

こ
の
文
成
寄
の
い
刈
山
は
ど
の
よ
7
に
説
川
で
き
る
の
で
あ
ろ

y
か
U

－
朝
川
新
洲
市
島

はリ
μ
仇
の
主
う
に
仰
肝
羽
山
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

述
す
士
H
J
五
い
か

党
合
事
L

で
公
的
資
金
導
入
の
検
ュ
刊
を
表
杭
し
た
こ
と
ご
、

一
大
政
省
が
っ
そ
か
に
泊
料
っ
て
い
る
c
呼
人
の
ン
サ
リ

オ
を
、
一
政
治
忍
が
後
押
し
す
る
が
に
在
っ
て
い
る
一

一
公
判
資
品
川
の
持
入
い
向
け
た
大
戒
窓
口
の
ン
テ
リ
十
4

ー
と
し
て
、
金
融
明
F
t

に
な
ヮ
て
い
る
の
が
、

約
六
兆
円
の
不
良
泊
格
を
抱
え
ι
ド
、
つ
宅
金
刑
専
門
会
付

の
九
州
本
処
理
バ
hf
hhIHJ
に
各
一
慌
の
貸

f
r
h
J
J
 

一

F

F

f

、

し
山
川
げ
そ
V

げ
に
い
る
信
用
長
業
協
同
組
合
連
ム

E
三
長
協
な
ど
は
、
処
理
と
な
る
と
大
さ
な
負
担
を
苛
負
｝
こ
と
じ
な
る
か
ら
、
公
的

資
金
戸
、

み
よ
う
、

2
v
う
前
市
き
だ
υ

大
山
成
省
幹
部
も
そ
っ
〕
た
実
ふ
γ

川
疋
〆
な
J
U
H
t

「〈
I
阿

Ft利
党
へ
U
A却な
h
y

に
よ
る
政

？〉－
f
R
t

ισ
ペシ
vuu引

て
、
ト
ヘ
蔵
省
の
幹
部
は
『
公
的
資
金
三
守
一
人
仁
一
つ
ど
、
安
一
一
九
九
百
円
、
結
械
的
に
サ
説
諭
し
て
？
？
ノ
”
と
計
る

的
資
会
界
一
人
の
J

〆
ナ
1
ノ
オ
の
細
部
を
詰
約
千
「
と
い
よ
J

わ
け
だ
」
ご
「
大
蔵
省
は
、
令
融
機
関
が
抱
え
る
不
只
債
権
の
状

μか
ら
「
公
的

fト疋 F人7主?; CE ／ヲ 1 片jf占8〔2GiJC.7 J 
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資
金
の
道
入
は
必
山
之
と
苓
え
て
い
る
が
、
そ

つ
の
信
用
制
合
の
処
芥

こ
と
は
々
プ
相
し
て
い
た
。
荒
川
品
部
九
の

を
辺
り
、
都
の
融
資
と
い
う
公
的
支
援
い
批
判
が
集
ま
っ
た
た
め
が
c

一
公
的
資
余
に
は
川
目
黒
の
コ
ン
セ
〆
サ
ス
が
、
川
口
要
P

λ、

凶
点
的
議
論
が
不

l
分
な
ま
エ
に
、

政
治
の
追
い
風
が
吹
い
て
、

, -

退
去

jす

か
乙
り

イに

フ
｝ 

し
←グ

る，，，と

コ
に

ま
た

『
日
経
金
融
州
問

も、

i
人
環
お
は
は
T
く
か
一
h

り
や
宅
金
取
り
門
会
ー
い
な
し
一
の
処
理
に
公
的
資
金
の
導
入
が
一
世
げ
ら
れ
な
い
ト
y

の
判
断
を
固
め
て
い
る
勺

ん
だ
、
公
的
資
金
に
は
制
税
お
か
ら
の
足
先
が
必
げ
ら
れ
な
、
だ
け
い

大
蔵
省
か
ら
は
持
ち
川

υ
た
く
な

、
人
一
」
の
た
め
政
治
制
に
必
要
論
が
盛
η
L
L
が
り
、
楠
山
イ
中
な
v

火
山
町
中
日
を
打
J

切
っ
て
公
的
資
金
の
導
入
に
m
M
み
切
る
乞
い
λ

の
が
、
同

省
ド
1
1
一
つ
て
は

Jyiuシ
ト
ノ

j
Zこ
い
し
解
説

v

て
い

ご
れ
ら
の
い
解
説
三
千
）
れ
ま
で
の
大
誠
省
内
勤
き
を
考
え
ノ
は
わ
せ
る
こ
、
大
H
M
判
省
の
考
え
は
次
の
〕
？
1
4も
の
ふ
J

コ
丈

る
3

1

1

な
わ
ち
大
故
省
は
、
主
質
的
に
波
結

L
f
い
る
ヘ
ム
融
撚
向
子
一
れ
以

i
延
命
k

せ
る
F

ア
こ
は
も
は
や
ス
♂
刊
誌
だ
と

l
断
し
て
、

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日HI 

内
村
の
銀
行
局
長
就
任
以
降
、
二
、
っ
た
金
融
機
持
の
破
綻
処
坪
仁
若
干

L
た
。
干
し
γ

と
え
の
最
ん
の
難
民
は
任
事
で
あ
っ
た
O
R
h汁

に
は
符
J
U
体
力
が
也
め
ヲ
、
流
弱
な
仙
波
杯
系
金
融
機
明
叫
が
多
傾
の
貸
し
付
け
を
行
っ
、
い
た
た
め
、
住
専
を
抜
本
相
川
仁
川
忠
利

L
、
貸
し
子

金
融
機
関
に
も
負
担

t
わ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
民
林
系
統
に
公
的
資
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
わ
貸
し
手
金
融
持
清
潔
で
す
べ
亡

の
お
牛
人
伝
一
合
佐
で
き
な
い
場
九
、
ハ
リ
専
の
受
け
調
機
関
に
し
公
拘
資
金
を
役
人
l
在
い
れ
ば
な
ら
会
い
レ
宅
、
七
り
れ
れ
一

、…r
Z
1レ
一
、
し
J

t

1

2

1

V

T

 

よ
住
専
に
つ
い
て
は
、

も
は
で
公
的
資
金
の
投
人
な
く
し
て
は
解
決
が
不
可
能
な
よ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ー
十
八
ヘ
凶
作
は
少
L
M
U

，
，
＼
ル
む
こ

の
時
点
で
は
、
公
的
争
、
主
を
投
人
壮
一
yp
ァ
ω九
d

作
な
い
こ
し
た
は

て

γに
の

C
あ
み
n

し
か
？
J

、
公
的
資
金
が
投
人
メ
れ
る
レ
大
H
A胤

ハ
刊
の
行
政
責
y
い
い
が
迫
及
ろ
札
る
こ
と

て
い
た
た
め
、
公
的
資
金
円
投
人
ヰ
一
同

v
巾
け
オ
フ
こ
I
P

一v
J
でお
4

け
な
か
コ
た
、

ζ

こ
う
が
｝
の

rdt一
…
戸
、
、
政
治
永
、
ヤ
れ
済
州
が
公
的
資
公
の
神
人
を
汁
抗
議
〆
始
め

rr
そ
こ
で
人
政
笥
は
、
自
ら
は
治
椋
的
な
咋
vrl
リ叫

ら
れ
る
こ
と
に
期
待
キ
寄
せ
ー
の
で
あ
る
と
こ
～
二
～
ト
へ
円
以
討
は
、
銀
行
の

を
と
り
な
が
ら
も
、
政
治
家
主
導
子

コ
才L

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、123.'Jc'! ・-z'1o6. 7: 
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経
常
者
と
何
日
殺
の
迩
略
を
と
、
J
1
心
ナ
ヲ
な
わ
ち
、
で
き
る
限
り
大
蔵
省
に
対
し
て
非
堆
が
r

川
か
わ
ん
ゆ
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
人
“
同
叫
ん
省
の

主
導
に
よ
り
公
明
資
金
が
投
入
当
れ
る
い
仁
品
川
根
わ
れ
な
い
よ
下
つ
に
し
企
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
七
〈

そ
こ

C
Hら
は
公
明
J
Z
河
全
の
役
人
に

c、

斗＂＇

法
而
判
的
な
古
川
久
勢
ム
ゲ
一
見
せ
な
が
ら
も
、
一
以
市
川
家
応
、
経
凶
界
の
刊
早
川
に
徒
、
つ
形
で
、
xつ

む

公
的
資
金
を
投
入
す
る
と
い
う
形
を
と
ろ

う
と
1

d

た
の
で
あ
る
v

政
、
山
田
ぷ
の

i
専
に
よ
り
公
的
資
主
の
投
入
古
川
決
め
ら
れ
れ
は
、

そ
の
過
い
任
で
叫
吐
か

γ人μ
凶
作
の
社
松
守
主
予
が
あ

る
に
刊
院
は
迫
及
さ
引
い
る
で
お
ろ
う
け
れ
い
y

も
、
公
的
資
金
の
投
入
を
非
瓢
J
9
札
ば
、
そ
の
非
難
民
そ
れ
を
決
断
之
政
治
家
に
跳
ね

E4
う
て
く
る

J
つ
ま
り
、
政
吉
永
が
土
マ
ヰ
」
J
L
日
刊
山
一
～
公
的
資
金
が
投
入
v
ぐ
れ
れ
ば
、
政
治
家
は
公
則
資
JV
の
投
入
を
で
れ
ば
？
と
激
し
く

は
非
政
で
き
J
9

日
ら
の
責
任

2Yめ
ま
り
追
及
去
、
れ
な
く
な
る
ど
ろ
う
と
大
蔵
省
は
考
二
八
九
一
ぞ
れ
ゆ
、
七
大
蔵
省
は
、
日

{c 
v) 

ろ
は
公
的
資
金
の
投
入
に
消
極
的
な
姿
勢
や
乙
り
な
が
ら
、
政
治
家
に
公
的
資
合
投
人
を
？
以
断
5
せ
よ
、
円
こ
い
た
よ
う
ご
た
蔵
省
に

と
う
て
は
、
公
的
山
氏
ん
も
の
丘
了
人
が
み
一
常
持
さ
れ
る
予
と
に
勺
い
て
は
「
ウ
工
ル
カ
ム
」
戸
つ
L

人
的
で
あ
る
口

も
っ
と
も
大
蔵
省
は
、
あ
ら
ゆ
る
金
隊
機
却
の
殺
綻
i
刻

iuj
：Q
二
乙
い
か
可
慌
に
な
る
よ
つ
な
い
悦
京
的
な
岐
続
処
河
浪
を
つ
く
ろ
う

と
し
た
わ
け
ご
は
な
か
っ
た
υ

－
日
本
統
合
和
市
P

れ
た
市
J
J
が
か

七
月
一
六
日
付
朝
日
は

ス
ワ
ム
安
f

疋
化
委
け
は
会

ら
し
て
、
大
人
叫
省
は
不
長
属
U
K
F
格
処
坪
の
た
め
の
公
的
資
金
等
入
を
住
専
の
治
符
な
ど
に
伴
つ
渋
林
系
金
融
後
炭
中
げ
の
摂
夫
処
常
に
絞

る
方
向
で
、
そ
の
湯
ム
寸

一
般
会
計
か
ら
令
U
A

殺
を
導
入
す
る
可
能
性
が
阿
い
と
報
乙
て
い
る
こ

一
方
、
片
山
間
金
融
機
関
が
政
絞
し
た
場

ム仙
M
A
A
A
か
ら
は
資
金
を
投
入
せ
「
、
原
町
M
L／一し
γ
日
本
銀

行
が
判
別
制
2

作
炉
、
か
出
資
を
行
う
こ
LF

で
主
援
す
る
き
え
ど
と
も
訟
じ
て
ド
る
〔

ヘJ
？街、

生
専
処
理
に
伴
う
か
、
そ
れ
以
外
の
県
民
に
よ
る
か
41
問
わ
ず
、

よ
い
町
一
色
が
、
公
的
資
金
の
技
人
ヰ
一
住
専
処
刑
ム
に
也
リ
ム
R
林
系
念
品
検
問
問

民
μ
疋
J

よよ
1

1

〆一
ν

だ
の
は
、

ヤ
ほ
り
政
治
家
的
反

応
4
4
7う
え
た
た
め
だ

伐
材
系
全
融
機
関
を
汝
治
j
る
た
め
の
公
的
資
立
の
投
入
と
ら
、
県
協
百
万
じ
多
く
を
依
存
す
ゐ

"' ノ己J

政
治
不
か
ら
の
又
持
が
ね
ら
れ
や
寸
ぺ
ご
の
時
刻
、

ハ
汀
自
を
処
刑
巳

政
y

治
家
が
公
的
資
ヘ
ー
投
入
に
京
佐
的
に
な
っ
た
A

肉
に
し
て
は
、

fト疋 F人7主?; CE ／ヲ 1'''') 360 〔2GiJC.7 J 



し
よ
際
の
山
氏
林
系
統
の
救
討
を
見
叫
し
て
の
こ
と
ど
、
J
1
と
も
考
え
ら
れ
る
U

し
か
し
な
が
ら
、

殺
の
令
融
機
関
に
対

L
て
公
り
市
営

金
や
一
枚

λ
ー
す
る
し
r
な
れ
ば

い
く
ら
で
の
決
心
が
一
以
内
家
‘
ァ
L
4
f
な
さ
れ
作
と

1
1
も、

や
は
り
仕
入
一
山
の
反
発
を
受
け
た
一
政
治
家
が
、

ト
ヘ
蔵
省
的
批
督
責
任
を
氾
及
し
イ
く
る
り
能
性
が
あ
る
と
考
ズ
だ
の
で
あ
ろ
う
、
そ
こ
で
太
蔵
省
は
大
き
な
賭
け
仁
打
っ
て
山
る
こ

k

山

M
F
2
2己
ぷ
J

ヲ
ド
円
、

そ
れ
な
1

〆
ー
は
も
は
や
し
：
つ
に
も
な
ら
な
い
住
専
処
四
に
限
定
し
て
ま
っ
た
の
ご
あ
る

公
的
資
へ
し
の
投
入
を
、

ご
う

υ
た
公
的
資
金
論
議
に
い
刈
ン
、
ト
ヘ
千
都
銀
比
佐
山
J

処
珂
に
際
d

て
公
的
資
金
は
小
安
L

の
ゾ
」
場
を
と
っ
て
い
た
〕
と
の
る
大
手
作
山

J
、J寸
引
中
土
、

争

F
i
i
l
t

「
八
ム
的
人
手
認
め
導
人
ζ

な
る
じ
制
営
叫
仰
の
3
R
任
問
出
に
と
る
の
で
公
的
資
金
は
求
め
な
い
は
λ

が
い
い
、
仁
川
間
営
ト
ソ
プ

いい川什一一パア
υ
J

｝

；

L
 

は
、
銀
行
経
営
さ
の
思
或
ー
に
J

い
て
以
ト
の
v

仇
う
に
」
古
川
じ
て
い
る
、

レ
〈
打
ち
明
け
て
い

主
た

『
朝
日
新
聞
」

わ
ち
、
公
的
資
会
の
投
入
は
、
内
山
口
J
r
極
端
に
思
ル

L
L／人一

ym機
関
に
限
，
心
I
V
ベ
ミ
F
1
｝
い
う
の
が
金
融
界
の
基
本
的
立
坊
で
、
作
単

間
活
T
も
公
的
資
金
れ
は
、
そ
円
処
法
に
作
っ
て
経
営
危
機
に
昨
る
中
小
金
融
際
問
な
ピ
に
川
げ
る
べ
き
ご
と
い
う
ち
の
で
あ
っ
た
υ

実

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

際
、
ん
奴
協
会
長
の
橋
＋
倣

E
上
銀
行
凶
取
は

で
始
ま
っ
た
公
的
資
金
導
入
の
議
論
に
つ
い
亡
、

一
破
綻
金
舵
機

同
却
の
処
滞
仁
絞
っ
ヲ
J
一
罰
論
す
べ
さ
だ
と
h
A
一
円
し
？
い
る
川

ご
礼
仁
担
ベ
ヰ
沖
し
て
、
あ
る
都
市
銀
行
役
只
は
、
一
京
気
の
た
め
と
、
ん
川
球

や
り
公
り
出
資
れ
γ
を
せ
一
べ
さ
せ
ら
れ
亡
は
か
な
わ
な
い
一

川
口
和
斗
J

引
J
S

卜
げ
な
ど
）
力
や
、

行
伎
の
介
入

しf
一
吉
川
っ
て
お
り
、

－

r
f
p
一？一
P弘
、

J

k

l

u

 

も
招
え
か
ね
な
い
、
危
佼
感
が
の
そ

、ベ
ζ

、
入
、
レ
一
パ
、
）
。

l

－F
J
ーゾ、

L

v

l

J
〈

L
一

l
r
l

そ
の
金
融
界
ら
、
与
党
の
一
部
や
建
設
省
不
動
産
業
界
在
し
い

ぐ
心
始
め
た
、
公
的
資
金
で
不
良
債
権
の
、
土
な
何
回
に
な
っ
て
い
る
泣
祢
不
動
戸
を
円
い
一
－
U
る
構
想
い
は
間
同

υま
ぶ
す
v

：
i
も

」
」
制
い
ベ
ム
叶
j
N

動
げ
ば
、
金
融
機
悶
の
不
f
d
λ

債
権
問
題
ふ
U
M
附
決
a
q

るヘ

公
的
資
へ
手
1r
金
制
界
に
凶
悔
は
一
人
ら
な
い
か
ら
、
問
問
の
判
例
竹
も
刑
判
や
す
に
山

－
部
鋲
役
員

と
の
京
、
口
も
れ
州
れ
て
く
る
」
と
、
つ
の
で
あ

す

コト

rrり
鋲
竹
山
九
九
一
一
＃
は
、
自
ら
の
が
仕
立
に
い
ム
ヤ
追
及
さ
一
μ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
公
的
資
金
の
投
入
ふ
3
1仏

1
d
つ
て
は
要
請
一
じ
え
な
い
も

め
の
、
何
日
仲
介
責
任
ム
ヤ
追
及
さ
れ
な
い

あ
れ
ば
公
的
資
人
…
の
技
人
が
笠
え

ν

い
こ
号
、
七
て
い
ト
ノ
の
で
あ
る
v

す
な
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そ
の
一

h
じ
渋
林
系
〈
融
茂
町
民
は
、
午
－
専
処
避
の
際
の
公
的
資
金
作
品
人
に
つ
い
〈
は
、
そ
れ
を
担
苔
一
一
；
日
姿
勢
を
明
確
に
し
一
工
い
九
J

し

月

寸
寸
付
朝
ー
の
什
説
で
は
、

ω
 

7
 
2
 
n品

F／
 M
 

w
f
 

L
Lナ
A
f

へ
一必

七
一
戸
一
で
ヌ
ー
良
債
権
問
題
の
深
刻
さ
が
明
ら

lfこ
な
っ
た
た
め
、
川

農
林
系
統
は
、
怜
専
の
設
立

ら
1
f＼
母
体
行
が
す
べ
ど
の
処
珂
負
担
を
偉
い
ハ
う
ベ
ミ
ど
と
、
仮
し
て
い
た
c

法
林
系

。〉

c、

斗＂＇

統
円
一
粁
d

件
以
下
ら
、
公
的
川
市
民
主
の
彦
入
l

－
引
ミ
線
一
八
に
Fhら
の
粁
円
台
一
杯
が
官
む
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
し
γ

＼
い
た
の
む
あ

そ
！
〕
一
よ
南
関
も
、

木
ぃ
点
結
権
処
刊
の
ん
一
め
に
公
的
資
金
を
投
入

T
べ
主
一
七
1
P

す
る
れ
説
安
一
掲
載
し
始
め
た
ν

間川を，
P
げ
る
t
一、

4
1
絞
t
k
材
開
」
六
月
五
円
山
川
司
刊
の
b
T
1
A
の
士
山
践
は
、
「
不
良
債
権
の
伊
凶
一
に
公
的
資
金
小
山
井
県
7

へ
を
て
あ

主人
J

一
世
朝
日
新
聞
』

こ
こ
ま
で
悪
化
し
た
必
L
L
、
財
政
資
令
を
使
わ
ず
に
危
機
を
市
内
り
切
る
こ
こ
は
む
ず
か

L
い」

ζ

J

た
よ
で
、
公
的
資
金
を
似
λ

条
件
に
つ
U

て
論
じ
て
い

、
ス
コ
ミ
も
、
が
ひ
責
任
や
じ
M
H
U
責
任
を
厳
L
く
追
投
ず
る

〆一い
λ

条
件
付
き
な
が
ら
も
、
公
的
資
金
の
校
人
を
求
め
始
め
た
の
ご
あ
る
。

ヲ
カ
戸
に
う
に
ら
ぺ
九
h
hけ
に
な
る
と
、
金
融
機
問
が
実
際
に

公
的
資
金
的
役
入
が
か
な
り
の
程
応
の
コ
J

セ
ン
サ
ス
を
仰
ザ
一
り
小
う
に
な
っ
、
い
た
1

F

て
に
及
λ
川
、
本
良
行
は
よ
叶
平
／
、

財
源
を
八
円
め
た
公
加
資
金
の
投
入
を
去
t
w

っ
て
、
一
張
L
姶
め
式
。

一
月
一
七
け
に
校
下
時
一
般
日
木
銀
行
総
裁
が
一
説
涜
ご
、
ー
引
U

げ
が
破
綻

し
ょ
ん
ψ

蹴
検
出
の
処
許
に
あ
た
っ
て
は
、
け
本
銀
行
が
山
資
の
形
て
あ
れ
貸
し
出
し
の
形
て
あ
れ
、
処
秤
ス
沈

l
ム
に
参
加
す
る
こ
l

が
あ
る
と
引
一
し

ー
八
月
一
一
日
い
は
記
者
会
児

t
、
金
融
機
関
心
小
良
債
格
処
市
川
に
間
十
二
ゐ
公
持
資
企
導
入
問
題
に
つ
い
て
、

一
色
々
な
色
一
皮
か
ら
議
論
が
深
ま
る
こ
I
Y
J
f

則
H
U
し
に
し
る
）
と
述
べ
て
い

木
津
じ
れ
組
1
y

己
士
山
川
以
’
打
が
破
綻
し
た
八
日
4

二
一
心
円
い

は
、
松
ぃ
ー
は
リ
不
銀
行
の
引
別
融
資
に
う
い
て
、

金
制
ン
ス
一
一
ノ
ム
安
定
の
介
め
に
お
只
主
か
小
L
ん
2JO場
合
片
山
、
汀
内
山
の
資
主
を
投
人

す
る
こ
ー
と
L
U

わ
む
を
得
な
じ
」
し
r
の
認
殺
を
一
ハ
J

〆
た
、
7
M
J
な
が
ら
、
ー
一
時
的
な
資
金
ぐ
り
を
ど
ら
れ
J
T
る
か
と
い
う
問
題
！
と
絞
れ
f

人
金
融
険
閃
の
損
失
を
と
う
処
刑
h
J
7

ゐ
ー
？
の
問
題
は
残
る
r

ヨ
叩
訟
は
流
動
性
の
帯
保
を
お

義
に
考
え
る
ペ
キ
F

H

f
〕て

の
損
失
三
人
埋
め
な
と
に

H
六
銀
行
引
資
人
…
会
使
つ
の
は
恨
昔
一
に
考
え
る

52ふ
と
す
る
き
え
も
小
授
L
た
っ
そ
の
よ 町立



で
、
破
絞
金
融
椛
宮
山
の
」
可
欠
伺
川
市
社

γ
民
L
｛、は、

山
別
孜
欠
司
令
も
八
パ
め
た
公
む
資
金
の
げ
ち
入
れ
日
指
令
保
険
機
凡
借
り
峰
、
能
μ
日
前
L
に
つ
い

て
金
融
制
度
調
企
会
で
設
訴
を
進
め
る
ベ
シ
ミ
一
ぞ
と
述
べ
に
い

こ
の
絞
ぃ
ー
の
ハ
ん
一
ざ
の

辻
、
以
上
の
よ
う
な
事
法
が
あ
ら
わ
、
の
だ
と
い
う
こ
す
令
わ
ち
、
一
人
d
融
機
慌
の

こ
J
！
己
－

l
v
j
l
！
 

た
牛
央
銀
行
の
役
割
は
、

u

一
、
松
卜
胤
雄
日
銀
総
毅
〉

ム
ご
ろ
か

信
何
処
間
以
降
、

時
的
／
二
百
八
J
ぐ
η
の
i
人
援

で
あ
る
は
ず

ャ
ー
条
チ
一
多
川
引
〆
て
、
資
主
が
υ
阿
川
泊
け
に
な
る
出
資
や
収
リ
仕
主
援
に
ま
て
範
阿
が
広
が
っ
た

v

円
伎
の
資
金
拠
出
組
ゃ
拠
州
方
円
い

が
広
が
っ
て
い
く
F

」
乞
に

、
ヨ
鋲
の
人
民
投
手
野
放
凶
に
使
λ

こ
と
は
、

『
国
会
審
議
ふ
吋
主
ず
に
公
的
資
金
を
山
山
す
た
め
の
税
法
1
f

い
う
べ
き
子
、
問
題
だ
E

と
の
丙
が
門
的
め
た

時
的
な
資
金
供
給
の
枠
を

ま
た
、

日
銀
川
部
に
J
U

『
ム
ヨ
剛
山
川
悦
礼
会
問
ぐ
た
め
の

問
問
え
れ
ば
、
通
町
民
制
耐
の
安
定
と
い
う
じ
相
川
町
使
命
注
必
の
也
、
ま
土
げ
v

こ
な
り
、
！
？
一
銀
行
〆
一
2

て
の
健
全
性
一
手
掛
九
三
／
」

と
の
危
機

＼
す
ぶ
コ
て
し
L

た
と
い
う
の
で
あ
る
〉

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

日
本
銀
行
は
、
ご
れ
ま
で
表
立
っ
て
は
公
的
資
A

の
投
入
十
七
コ
定
し
な
が
ら
も
、
十
八
段
併
に
刻

L
、
は
公
的
資
金
を
投
入
し
、
金
際

資
金
内
技
一
人

6
 

似12
0
 3
 
5
 
3
 

一川

f
り
わ
け
財
政
資
命
的
役
人
に
悶
「
る
誌
ぬ
が
な
き
一
ケ
ム
ケ
へ
き
！
と
山
態
茂
之
友
川
町
「
る
よ
う
に
な
コ
た
し
と
考
え
ら
れ
る
。

v
f

r八仮

抑
批
判
珂
幻
破
綻
処
立
を
汲
め
る
よ
う
変
請

L
T
き
た
n

犬
同
省
は
西
村
銀
行
町
長
の
必
任
以
絞
、
ょ
っ
や

の
破
綻
処
湾
に
着

干
し
た
〈
そ
の
際
に
日
本
銀
行
は
、
円
本
銀
行
法

ι条
を
発
動
し
、
破
綻
処
升
的
手
J

め
仁
必
安
と
な
る
資
金
を
拠
出
し
て
き
た
ο

1

日
本
波
行
の
資
企
供
給
だ
げ
で
は
扶
本
却
な
け
叶
応
と
し
て
は
現
界
が
あ
っ
た

1
、
日
本
銀
行
が
野
放
凶
に
資
止
を
供
給
し
続
け

、jp

、

升
ω

？し
ド

中
央
銀
打
と
｛
て
の
信
誌
を
介
入
、
い
か
叫
な
か

そ
こ
て
全
地
検
出
刊
の
岐
川
和
川
町
市
内
が
行
わ
れ
、
不
良
債
権
問
題
の
深
刻
さ
か
明
ら
一

か
と
と
り
、
公
的
資
金
投
人
の
訂
以
J
h
が
お
お
っ
ぴ
ら
に
行
わ
札
る
よ
う
に
な
っ
i

口
、
こ
の
市
刻
に
み
J

つ
一
工
よ
う
や
く
、
表
立
っ
て
一
公
的

与
と
こ
う
ぷ
状
似
の
3

川
、
九
月
一
七
ー
に
は
人
ぃ
μ

融
制
度
剖
m
h
u
会
の
金
融
ン
ス
ナ
ム
安
七
、
化
委
以
会
が
、
者
議
斜
地
の
い
以
古
へ
財
閥

同
青
）
を
’
行
っ
た
ν

汁
い
ほ
行
で
は
、
公
的
資
へ
り
の
殺
人
に
つ

ν
仁
、
以
下
の
？
っ
に
論
じ
て
い
る
つ
寸
な
わ
ち
、
人
柄
融
機
関
の
淡
い
叱
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処
到
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
金
融
機
坊
の
什
助
努
力
、
最
ー
へ
限
の
保
険
制
引
き
？
十
げ
を
人
パ
む
民
主
州
市
降
、
の
発
均
等
金
融
、
ン
ス
テ
ム
刈
で

の
最

k
恨
の
対
泌
に
よ
り
、
破
綻
処
理
に
対
処
し
う
る
か
ど
下
つ
か
の
出
旬
、
討
が
求
め
ら
れ
る
〈
そ
の
一
一
亡
、
こ
れ
h
p
m
川
叫
日
間
が
追
悼
〕
ら
れ

c、

斗＂＇

た
後
に
も
な
お
、
人
投
紋
ね
f
L
イ
村
皮
の
聞
に
お
い
て
、
ヘ
ル
則
被
院
は
清
口
？
消
滅
、
〈
せ
る
が
政
金
長
い
似
一
軒
処
斑
貸
別
を
前
崎
分
佐

さ
せ
る
ご
シ
宇
治
げ
る
必
要
の
あ
る
よ
う
な
場
ム
に
は
、
公
的
資
金
の
時
限
的
な
導
入
も
倹
一
己
主
昨
出
？
と
な
ろ
う
一
「
ま
と
、
金
川
刷
機
関

が
破
綻
ト
ト
陥
る
以
刊
の
段
階
に
あ
ハ
て
も

不
良
債
権
処
民
の
注
れ
が
わ
か
同
金
融
ン
ヌ
一
ア
ム
全
体
に
菩
？
J

い
恋
vJμ
州
u
b、
及
ぼ
す
こ
と

こ
な
る
場
合
じ
は
、
公
的
資
会
的
導
人
も
ん
］
め
亡
し
γ
刻
に
問
題
、
リ
停
決
を
阿
る
こ
か
考
え
ら
れ
る
の
で
は
ヘ
小
い
か
！
一
の
古
見
が
あ

る
じ
ご
れ
は
住
門
f

に
大
融
資
を
一
れ
っ
て
い
る
良
科
系
会
訓
問
機
関
の
救
～
ポ
を
首
識
し
て
の
表
羽
だ
と
司
朝

u新
聞
』
は
解
説
し
て

ま
丈二

『
じ
針
金
一
歳
…
剥
問
』
も

の
附
容
か
ら
し
げ
、
庄
町
H

レ
処
理
は
、

γ
川
良
債
悩
を
凶
収
す
る
受
け
皿
機
関
を
一
d
け

亡
、
そ
ご
い
公
的
資
金
を
導
入
、
仙
叫
ん
杯
系
金
融
機
問
の
幹
引
の

Rμ
引
を
関
わ
な
い
形
て
ん
利
任
滞
依
慌
を
処
却
す
る
」
方
式
が
長
F

七
円
J

ム
木
と
考
え
ら
れ
る
と

L
、
一
第
一
今
者
機
坊
を
泣
じ
と
公
的
資
金
王
間
設
的
に
導
入
す
る
の
で
、
農
林
系
な
v

問
団
述
金
際
機
却
の
刊
村
営
幹

部
の
良
打
を
向
わ
な
い
の
が
ミ
P

一
レ
一
解
説

Lrj
い

こ
の
祁
告
に
対

L
て

山
法
立
U
J
党

の

全

般

司

r
q
j
u
ジ
L

ク
ト
チ

l
ム
ご
は
戸
、
誌
が
崎
山
し
た
〈
合
融
m件
、
問
ゅ
の
不
良
号
、
権
問
題
い

開
閉
し
て
一
大
成
主
、
心
経
常
ザ
刊
の
責
汗
が
不
明
的
ど
と
い
つ
の
が
主
な
謹
白
AC
、
公
吟
資
金
の
辺
J

入
を
机
仰
い
ド
で
課
題
、
と
し
た
点
に
つ
い
て

も
一
安
易
河
さ
る
一

l
r

の
批
判
が
柑
次
い
だ
1
y

い
み
コ
王
子
二
ら
月
ー
ハ

U
の
一
日
本
経
済
江
川
田
主

に
よ
る
と
子
炉
心
立
を
述
じ
斡
品

級
に
は
「
一
公
的
資
舎
を
w刊
誌
壮
一
さ
る
チ
得
な
い

と
い
み
允
y
z
又
が
山
刊
で
ド
る
も
の
の
、
京
弓
J

誠
民
に
は

比一
J
長
古
川
）

E
J汗
三
旦
干
し
ら

か
h
J
A
4
X
1
4
7千
グ

P
μ
p
t
t
t

一しかで
v

と
い
う
宮
古
川
凡
が
校
強
か
け
一
人
し

か
ー
な
が
九

第
一
次
補
正
予
仕
］
パ
υ止
の
川
門
会
促
山
に
あ
た
り
衆
参
ト
ヘ
会
議
さ
財
政
出
説
を
行
い
、

υ月
四
ヨ
に
－
爪
た
か
い
ん
胤
相
は
、

ム
ム
融
機
関
の
不
良
位
格
問
題
に
つ
い
て
公
的
資
ト
リ
引
時
限
的
な
罪
人
の
枚
討
を
近
め
る
L

1

、
こ
れ

Z
で
と
り
陪
み
込
p
八
戸
川
九
九
百
を
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山
日
〕

し
て
い
る
c

一
は
い
ト
は
西
村
も
衆
議
院
予
符
愛
員
会
一
＼
壬
融
機
法
的
経
営
破
綻
処
坪
じ
対
ベ
亨
司
令
公
的
資
金
の
あ
り
方
に
つ
い
イ
＼

損
失
が
あ
る
場
ん
は
主
と
し
て
対
政
資
金
で
対
泌
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
乙

ら
の
資
主
時
入
um
必
山
町

八

1
2
γ

仏、

つ
主
主
「
一
資
金
あ
る
い
は
抗
日
川
叫
的
問
題
に
対
応
す
ゐ
場

日
銀
が
対
処
す
る
の
カ
立
柄
本
だ
1
y

同出、っ

と
述
べ
、
金
融
核
燃
の
い
損
失
処
庶
に
開
院
し
て

μ

ム
グ〕r

f
一
、
一
ろ
が
十
八
政
省
は
、
都
道
府
尽
力
監
督
意
見
任
を
負
う
信
用
組
合
を
除
け
ば
、
公
的
資
金
の
投
入
な
く
？
二
ー
は
も
は
や
解
決
が
不
可

り
続
け
J
t

～ιζ
考
え
ら
れ
L

？
？
与
に
の
み
公
出
資
主
ふ
ん
州
出
川
｝
ー
そ
の
他
の
全
械
機
関
に
汗
し
て
は
公
的
資
人
心
ふ
校
人
い
な
し
乞
い
λ

立
ぬ
告
シ

月

一
け
の
持
ハ
設
院
予
甘
ノ
一
一
会
員
会
ご
、
新
刈
さ
き
が
け
の
t

引
（
以
抗
司
議
い
い
が
、
「
住
専
以
外
に

の
金
融
機
関
の

h
n
R
依
権
処
理
に
も
公
的
育
会
を
洋
人
す
る
必
支
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

会
川
問
機
関

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

と
質
問
し
た
の
に
対

1

武
航
行
臥
ー
相
は
、
「
人
ー
の
〆
三
）
ろ
、

と

く

に

仔

い

の

て

つ

な

に
十
八
千
♀
融
）
機
関
に
公
的
資
金
ゃ
討
す
さ
一
ん
は
な
い
」
円
回
全
保
険
機
構
の
支
援
は
拡
起
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

C

い
へ
考
え
だ
が
、

M
r
L
1
－
て
金
融
機
認
に
税
金
の
よ
、
ぺ
な
公
的
資
金
子
一
川
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
と
は
t

J

ド

ご
い
八
ゆ
い
一
ー
と
u
y
許
え
J
l

、ぃ

財
政
資
金
主
等
入
対
象
を
信
用
組
ん
円
と
仏
万
の
処
常
に
恨

一
力
川
に
犬
同
省
は
、
合
成
ン
ス
一
ノ
ム
安
定
化
を
員
会
じ
対
し
、

で
九
九
六
町
九
月
に
非
国
内
一
円
収
銀
行
と
い
う
む
称
で
改

｛
疋
す
る
方
針
す
思
し
た
c

さ
ら
に
、
設
Y

げ
を
子
心
し
て
い
る
刊
本
版
R
T
C

前

2
れ
る
一

一
地
方
銀
れ
の
政
τ欣
弘
却
を
抜
わ
な
い
方
幻
を
明
将
仁
し
ん

J
r
m川
知
肌
今
を
特
別
扱
い
に
ず
る
の

向
付
〕

は
、
日
付
vul
本
慌
が
汁
ぬ
い
た
め
、
業
凶
竹
内
r
k
破
仮
処
刑
内
戸
、
田
川
を
布
い
切
れ
な
い
恐
札
が
あ
る
と
判
制
〕
て
い
み
か
ら
だ
と
い
サ

〉

3

J
4
L
J

〉

も
半
十
字
μ
ば、

で
は
、

信
用
〈
ム
山
い
わ
第

て

' 

に
叫
財
政
資
t

J

佐
川
日
て
む
た
蔵
省
に
対
ず
る
言
（
に
い
追
及
は
そ
れ
日
と

PL
’J
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
大
成
省
が
考
2

丈
」
か
ら
だ
／
推
測

も
う
ひ
と
つ
の
同
体
E
7
J
て
、
伊
川
川
川
紺
ん
U

の
円
引
に
門
住
民
一
は
大
成
ハ
凸
で
は
な
／
＼
柑
仙
沼
府
県
に
あ
う

rJf一
め
、
そ
内
政
絞
処
市
川

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、1ヲ9.・ 365.?'106.1: 



；井ι

ノj

C
E

口
市
川
来
～
疏
託
子
算
委
門
礼
会
で
は
、
福
井
佼
出
は
本
銀
行
口
町
川
柑
ぷ
が
斗i
予
処
珂
に
関
し
て
、
パ
市
融
機
誌
の

H
Iい

責
任
を
大
同
提
に
し
て
も

最
終
的
な
処
涯
の
過
程
で
公
明
資
金
が
使
わ
れ
る
～
」
と

c
？
川
沿
い
一
L
f
f必
べ
た
じ
ま
た
、
制
川
河
は

c、

斗＂＇

伝
的
資
需
に
つ
い

1
、
ー
日
銀
の
特
別
級
資
も
公
的
資
令
の

准
ど
が

＼
ワ
、
し
ム
日
4
2
A苛
ワ
よ
リ
J

J

q
ノ

｝

炉
心
可
申
H
J
l
nパ
レ
育
む

f
d
u
y
u
J
J

立
た
ハ
ソ
也

j
r
J
〈

t

回
で
は
狭
い
古
zwKσ
公
的
資
主
で
あ
る
州
政
台
、
会
を
絞
ら
可
能
糾
い
も
あ
る
一
と
、

般
会
計
ト
ら
の
資
金
問
山
刊
を
人
J

訟
に
置
い
亡
い
る

こ
？
と
を
明
ら
か
仁
、
r

たー

N
引川打八一戸川シ、、っド円、

ン
ス
一
ム
問
題
は
松
深
a

＼
吾
、
v

」
と
｝
て
、
金
融
機
闘
の
円
己
責
任
片
f

「口ヘー

け
件
は
不
良
債
権
問
出
品
の
解
決
が
同
九
時
に
な
っ
て
γ

る
こ
の
認
誌
を
ゲ
ν

、
そ
の
ー
で
、
「
ヨ
銀
に
」
る

一
特
訓
な
と
の

官
民
佐
川
J
7

は
銀
行
事J
を
裏
付
け
に
L
て
れ
り

円
相
耐
の
資
産
が
口
減
り
す
れ
ば

H
木
の
通
貨
そ
の
も
の
の
じ
い
訟
が
山
明
れ
ヲ
こ

と
、
日
本
銀
行
の
対

応
は
あ
く
ま
で
つ

4
き
お
置
で
あ
る
こ
L
4
強
訓
ぷ
、
ぃ

じ
十
小
畑
出
ノ
れ
は
F

て
」
に
ム
土
っ
て
ー
で
つ
む
J
、
不
良
債
柱
問
題
の
解
決
に
は

財
投
資
金
の
九
九
ヘ
が
必
要
p
t
と
い
う
本
心
ず
九
ム
の
場
で
切
り
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

ら

一
耳
一
じ
に
な
る
と
、
れ
万
は
芯
者
八
百
い
に
の
場
「
、
不
良
渋
権
の
大
量
償
却
ご
斗
i

資
本
が
六
足
す
る
銀
行
の
優
先
伐

ふr
L
）

I

d

－－

1JJAL、

f

f

！
し
v

ホ
ぬ
は
心
一
h
が
忠
則
壮
と
し
た
ト
内
、
一
（
公
的
資
人
i
は
J

金
一
肌
シ
ス
一
フ
ム
安
定
の
た
め
の
最
終

4
断行ん一、

一
市
助
苅

透
か
公
口
市
資
ヘ
孟
か
は
）

受
け
は
あ
る

で
は
な
い
（
向
日
同
者
で
負
担
仁
一
色
れ
な
い
町
に
、
淫
一
民
仁
石
川
相
い
す
る

L
f

」
日
り
、
公
判
J
F
司
令
に
よ
る
什
さ
ペ
ハ
し
て
け
も
視
野
に
v

へ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ん
し
公
判
資
金
投
入

有
択

つ
の
心
心
J
G
優
先
沫
引
き

あ
る
程
度
の
コ
ン
セ
ン
ガ
ス
が
得
ら
れ
ど
い
る

だ
わ
め

V
、
円
木
以
’
打
は
こ
れ
ま
で
硲
密
裏
い
大
山
崎
省
仁
要
沼
し
γ
き
た
抜

ギ
的
対
応
策
、
す
な
わ
ち
全
引
絞
悶
の
岐
M
M
処
理
の
み
な
ら
ず
主
組
終
悶
の
日
に
資
ギ
噌
強
の
と
め
に
も
公
的
資
金
を
投
入
J
q
る
と
い

7

ア
イ
コ
ノ
J

j

b

つ
い
f

一
公
の
い
劫
戸
、
明
ら
か
に
に
ん
の
予
あ
る
一
U
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第
一
五
節

件
－
－
専
処
昨

内
村
銀
行
局
長
は
沈
江
当
初
か
ら

才

人

モ

J

山
川
棚
、
木
津
PU繍、

そ
し
て
兵
庫
銀
行
を
早
川
引
に
処
刊
し
な
げ
れ
ば

J
肘
細
川
川
日
l
h
h山
ソ
ん

白川？り
ι
M
3
9

い
1
y
u
j

旬
、
え
ザ
ー
よ
ね
り
、

実
際
に
破
絞
処
理
を
准
め
て
い
っ
ム
た
、

ミ
し
お
り
戸
い
市
凶
H
川
凶
山

作
専
処
環
も
決
む
し
一
L
いれ

小
出
述
し
た
漏
り
、

そ
の
最
初
の
柑
右
は
九
九
h

さ
一
月
に
h
H
E
れ
と
へ
系
列
ノ
ノ
パ
シ
ク
が
多
額
の
不
込
債
指
を
抱
え
、
経
営
が
悪
化
1
1
兵
庫
銀
行

と
と
も
に

1
F
H
2
0
」
と
呼
出
れ
て
い
た
た
阪
銀
行
、
一
以
和
銀
内
、
村
山
官
以
行
山
一
行
が
、
系
列
ノ
ン
バ
ン
ク
ヂ

十二
ぴ〉

M

［
升
守
党
支
1
v

た
の
で
あ
る
r

従
ぃ
枠
内
は
、
不
良
債
梓
の
償
却
し
民
力
が
な
い
ノ
／
ハ
シ
ク
の
場
台
、
設
yv
母
体
こ
な
っ
て
山
資
を
行
い
、
行

長
を
派
遣
す
る
な
と
し
て
き
た
親
銀
行
が
符
代
わ
り
J
7
る
、
山
付
行
、

と
ら
れ
て
z
J
1
C
1／
三
」
ろ
が
こ
の
今
ス
で
は
、
親
銀
行

は
日
身
の
依
梓
を
〈
τ一
位
放
軍
L
、
山
川
る
旧
制
パ
人
は
ム
純
資
残
高
に
応
じ

1
貸

J
J
の
浪
行
が
負
担
J
q
る
と
い
、
、
、
母
休
行
宇
去
止
と
也
h

h

u

手
責

任
の
中
潤
の

関
山
一
一
行
が
、

も
は
や
母
体
育
江
を
？
乙
る
川
付
ハ
川
を

「修
H
け
り
休
行
万
里
山
」
が
ら
姐
凶
さ
れ
ん
。

司
一
の
判
万
l
J
ん
の
採
川
に
は
、

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

な
く
し
て
い
た
ど
い
う
河
内
だ
け
で
は
な
く
、
作
専
の
破
綻
処
津
安
一
修
医
川
町
悼
行
？
ん
式
で
行
う
え
め
に
？
人
此
省
が
打
つ
え
布
石
と
い
う

百
四
味
も
あ
り
、
実
際
に
六
両
省
、
と
日
本
銀
／
小
が
深
く
現
ワ
し
て
い
た
と
い
う
U

で
の

f
め
、
母
体
行
仁
エ
義
ず
の
目
寺
川
忠
利
を
主
践
す
る

農
林
中
犬
伝
沖
は
、
農
林
系
的
住
民
液
が
比
較
的
少
な
く
、

一、
λ

ら
t
ι
L
j
p
白
丁
こ

I
U
声、ポカ
ta
小
H

、
7
J
i
ー
さ
1
、いたり
7
F
Z
E
J
L

1
7
2
1
J
i
f
J

：7
1
h
r
J
1
1
1
3

：
ノ
：
i

：1
7
1

、
J

ど
な
か
っ
た
に
も
か
か
’
わ
ら
す
、
一
一
行
に
持
し
て
こ

ω処
坪
へ
の
異
議
を
文
書
C
山
叩
し
立
て
て
い

大
仲
間
省
は
六
月
八

U
仁
、
ー
金
融
ン
J

ヘ
ナ
ム
の
伐
能
阿
復
に
つ

L
て一

41
九
九
支
し
た
υ

そ
こ
で
は
佐
官

ι
う
い
て
、

一
必
要
に
ー
い
じ
持

日
以
計
宵
の
政
本
的
見
出
、
正
与
H
む
遮
切
な
描
出
カ
講
じ
ら
れ
）
ム
り
ょ
っ
、
ー
ベ
綬
先
及
び
支
技
金
制
服
以
悶
の
聞
で
の
f
H
一
引
な
咋
政
調
及

を
促
j

E

一
記
去
れ
て
い
た
代
こ
れ
は
、
ぷ
～
誌
の
内
廷
訂
一
向
ふ
ご
絞
弊
に
す
る
と
読
め
J
J

～
」
｝
十
へ
ん
成
告
は
仁
月
仁
、
立
専
〈

C
r
v
ち

入
り
制
去
を
八
月
か
ら
ノ
ソ
フ
こ
と
を
決
め
、
り
体
行
か
九
の
同
き
以
り
剥
人
口
ふ
始
め

rr

、
禅
譲
終
過
会
特
ι
口
三
休
日
処
阿
の
逃
叶
加
を
か

ν

たと

ム
ペ
リ
七

H
に
は
会
一
融
制
度
割
合
一
ム
パ
の
金
融
、
ン
ス
プ
ム

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、rn,367 '?'106, 7: 
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そ
の
報
告
主
刊
に
は
、

「
粁
げ
い
い
け
に
あ
た
っ
亡
い
る
y

人
寺
口
付
投
び
り
体
行
が
体
的
役
ー
ま
を
来
た
し
、

λ
I
N伎
の
廿
柄
本
的
な
方

rゎ
債
権
の

処
刊
の
仕

s
d寸
に
つ
き
合
円
山
形
成
を
行
つ
に
レ
が
必
要
て
あ
る
c

ご
の
通
科

r、
農
協
系
統
金
叫
機
関
や
仇
収
入
す
融
後
間
同
と
も
、
処
理

c、

斗＂＇

ト
リ
取
に
勺
長
一
」
協
議
を
行

y
こ
と
が
必
安
？
一
ぬ
い
ソ
、

そ
の
除
、
粁
！
梓
川
市
J

を
踏
ま
、
（
ヘ
当
宅
者
て
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
目
党
し
う
つ
、
山
川
米
る

限
り
の
歩
み
よ
り

σ努
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る

1
Y

一
記
さ
れ
と
乙
の
表
現
は
、
ほ
杯
行
の
支
任
を
草
指
向
す
る
立
ぬ
ら
れ
明

昨
日
ド
一
、
♂
一
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
、
ゐ
勺
主
人
一
、
「
行
政
h
v
i
M
H
J
H
当
事
者
間
に
お
け
る
ぷ
ー
識
を
批
判
」
よ
ん
つ
つ
、
綱
引
住
専
を
超
え
と
令
一
一

的
枠
組
み
の
配
予
備
に
つ
い
て
の
険
討
や
－
中
川
J

レ
ィ
、
井
一
め
、
治
時
に
当
事
／
ロ
闘
の
ム
円
告
以
成
会
促
進
「
る
必
裂
が
あ
る
」

ζ

し
て
、
行
政

J
U

一
J

門
河
が
性
忠
一
七
社
を
A

括
処
悶
寸
る
方
針
ft
一
か
一
没
し
て

ρ
るつ
J

べとごりいい、

1

不
良
債
権
斗
ず
の
一
受
け
ノ
組
と
な
り
処
回
を
す
「
め
る
機
関
を

設
け
る
こ
戸
に
っ
さ
、
日
急
に
倹
引
手
進
め
る
戸
一
二
が
宮
ま
じ
い
、
ー
作
専
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、

U
H
内
外
か
ら
市
立
請
さ
れ
て
い
る

レ
＝
ろ
で
あ
り
、
本

nf主
ま
で
に
、
レ
地
法
策
ょ
ん
策
む
さ
れ
る
よ
う
、

す
げ
＼
ぐ
の
間
同
日
俳
話
が
強
い
沢
喜
を
も
っ
て
取
h
絞
む
F

）
と
が
必
渋

で
あ
る
ー
と
い
う
丈
一
門
が
記
さ
れ
た
J

て
に
詰
い
ご
？
人
載
者
は
、
仲
壮
士
？
の
泣
r併
を
回
収
す
る
1
1
け
は
機
W
N
の
設
慌
を
検
討
、
年
内

に
は
処
道
右
引
を
首
め
る
と
れ
衣
川
し
た
の
ぞ
あ

と
こ
ろ
で
九
月
一
！
ハ
口
仁
、
f

人
化
以
行
は
こ
斗

l
ヨ
l
ク
支
店
い
て
「
パ
援
損
失
が
町
北
中
止
し
て
い
え
こ
と
を
帝
ン
七
一
刀

γ
し
て
い
え
ο

て
ん
蔵
室
は
、

そ
の
事
実
を
事
前
に
大
和
波
行
か
ら
報
1
口
さ
れ
て
い
た
い
ら
が
か
わ
hb
ず、

f

メ
リ
カ
の
金
融
叫
m
背
当
局
に
被
れ
や
一

広
っ
た
た
め

ょ
た
事
件
発
党
筏
に

し
ん
た
め
、
ア
メ
リ
カ
立
融
当
吋
の
MmF
ノ

事
件
を
い
つ
い
矧
つ
だ
の
か

V
つ
い
と
虚
偽
戸
り

会
一
国
民
、
つ
ご
十
〆
い
円
九
ふ
つ

こ
の
こ
と
で
、
J

7

J

に
お
ら
い
一
1
い
子
大
川
崎
容
の
権
威
は
さ
ら
に
失
墜

f
る
こ
L
f

と
な
っ
た

ご
う
ν
J
J

～
状
況
の
片
で
什
江
市
J

処
良
一
策
は
策
定
さ
れ
た

均
村
は
、
性
専
七
、
T
の
一
次
損
失
七
兆

η
ひ
っ
け
億
円

ば
七
花
丘

一ハ）（
U
億
円
」

の
、
っ
ち
、
均
体
行
に
は

一
兆
五
円
J
O
川J
経
円
の
私
権
を
八
工
傾
放
読
さ
て
伐
り
の
慣
川
氏
を

般
融
資
会
融
機
関
／
良
川
村

系
統
工
一
が
一
対

え
九
一
万
千
一
月
山
丹
建
計
一
可
に
い
お
け
る
会
利
減
A
H
給
制
聞
の
う
九
、

の
訓
ん
は
で
分
担
寸
る
よ
い
λ

茶
を
考
え
た
（
、
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般
行
と
農
林
系
の
負
何
巨
人
U

は
六
一
対
一
八
で
あ
り
、
一
対

の
ま
仏
円
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
ρ

こ
れ
だ
と
渋
林
系

ー
札
の
負
担
は
一
兆
六

C
G
G億
円
に
な
る
ι

し
カ
し
川
村
は
、
伎
は
パ
山
人
主
の
層
部
が
非
公
式
に
、

一
兆
円
が
お
仰
の
戸
市
似
γ
y

一
訪
っ
て

川司令
I
Y

郎
社
い
て
い
た
t

そ
こ
亡
一
兆
一
也
、
U

ヘ
｝
注
目
に
な
る
第
一
一
分
照
明
債
梓
の
処
庶
を
九
ふ
走
行
し
、

一
次
桜
失
を
！
ハ
兆
七

C
fぷ
品
作
一

に
川
悩
／
亡

般
行
が
約
兆
七
つ
の
八
一
一
一
泊
円
、
兵
林
系
枕
が
一
兆
一
つ
つ
ご
億
円

を
目
的
夫
白
、
担

止
刊
聞
に
は
一
兆
七
コ
ひ
億
円
）

す
る
l
i
t
っ
索
を
一
市
内
山

そ
の

L
L＼

れ
ん
午
と
決
め
ら
れ
ん
J

受
け
似
合
引
い
じ
お
ど
将
？
対
藷
立
オ
る
国
川
大
｛
一
次
損

F

財
政
資

存
続
期
間
が

、F
A
λ
y
t

u川
l

J
ノ
七

ム
ム
で
昨
わ
れ
る
一
一
と
が
わ
山
め
ら
れ
た
c

一
三
、
で
、
円
台
J
1
r
ぺ
き
な
の
は
、

木
叫
ん
一
次
損
失
に
含
ま
れ
る
べ
き
お
分
類
川
町
ザ
わ
い
債
依
の
処

用
子
会
己
主
っ
て
ま
バ

I

J

P

一J
l

；
一

次
旧
制
J

大
の
机
～
坦
に
は
財
政
資
令
手
投
入
J

な
い
こ
と
に
凶
執
す
る
一
方
、

h
A斗
後
仁
白
人
九
生
J
9
る

失
の
い
此
述
い
は
山
山
政
資
ん
L
を
投
入
J
1

る

つ
ま
り
パ
υ
胤
告
は
、
現
時
」
口
i

で
は
川
町
政
資
A

を
役
人
せ
ず
、

ナ
」
｝
こ
で
み
ん
ノ
悼
む

ヲ主

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

後
に
財
政
資
金
を
役
人
す
る

め
る
｝
と
ご
、
F

」
ら
の
直
正
を
い
院
昧
に

L
よ
与
と
し
た
の
ご
あ
る
U

刈
ノ
時
自
で
財
政
古
資
金
が
役

λ
さ

れ
る

F
E一
が
決
土
れ
は
、
パ
報
省
は
非
雑
さ
れ
、
監
督
責
引
が
涜
放
さ
れ
一
心
。
げ
れ
ど
も
一
五
庁
伐
と
い

y
遠
い
将
来
に
、

右

、

〉

合

一

し
ノ
＼

C
Iト

な
る
の
か
も
陵
昧
な
訟
の
討
伐
資
全
が
役
人
さ
れ
る
と
以
ま
コ
f
k

も
、
財
政
、
資
合
が
投
入
メ
れ
る
と
い
、
っ
実
感
は
乏
し
い
た
ー
灯
、
大
概

山
戸
へ
の
戸
維
は
そ
れ
ほ
と
必
く
は
な
ら
な
い
レ
与
え
ら
れ
る
の

F

t
か
し
浅
水
省
は
、

こ
の
系
企
紅
花
ず
る
。

h
J
f
丸
の
忠
林
族
議
只
も
、
芥
郎
通
府
県
の
い
む
川
市
農
業
協
同
組
今
川
哩
合
会
「
C
加速一

ん
枕
す
る
よ
う
な
負
担
は
M
丸山
ι丸
に
の
め
な
い
と
民
花
、
た

次
期
山
水
議
院
選
挙
が
初
め
て
の
小
祝
F

勺
出
比
例
代
表
花
す
一
制
に
よ

な
る
た
め
、
件
候
術
者
に
と
っ
て
ー
農
協
山
一
川
」
約
一
青
み
は
単
〆
て
J
U

民
林
系
長
引
制
核
問
の

μ
ー
で
む
都
坦
府
県

ν
ベ
レ
内
日
高
は
、

へ
の
ふ
大
の
級
資
士
川
丹
市
、
£
り
、
λ
y
b

お
1
T
つん
γ

凶

ν
ベ
ル
の
堅
持
同
人
子
山
市
町
村
レ
ベ
ル
の
単
牧
民
協
シ
比
？
札
千
七
二
、
選
v
b
f
に
お

い
て
最
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
こ
考
ズ
ら
引
て
い
ん
r

そ
の

「
各
伝
達
が
地
以
山
M
身
議
員
乙

f

J

J

－rk
政
附
・
円
党
f
F
一J
A

～

l
げ
」

次
山
間

カ
j；）主
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亡
い
た
の
で
あ

つ
ま
り
、
以
江
川
い
が
約
織
町
一
向
の
え
め
、
現
同
↑
1
4
で
の
財
投
資
金
の
投
入
を
似
遊

L
、
業
界
寸
で
の
決
若
を
は
ぺ

た
の
に
汁
l
一
＼
広
枠
名
人
ム
融
ほ
閉
山
が
p

一
ら
の
色
村
ト
を
い
軽
減
す
る
た
め
、
白
1

山
吋
山
り
は
げ
介
入
十
一
求
め
ん
の
で
あ
る
c

c、

斗＂＇

月一

O
U
に
山
崎
拓
Fhえ
党
一
以
端
会
長
は
、

銀
行
局
の
楽
で
は
血
山
本
告
は
航
行
し
な
い
と
後
1

沢
事
務
次
官
に
伝
え

オ叶
J

い
リ
ノ
＼

一ぺ）

U
前
後
ι

に
は

巾川三絵す山川

！
HAt 

ー
出
付
与
門
じ
で
向
精
協
は
飲
ま
な
い
っ
絞

らい
j
J
党
の
、
半
要
祥
却
が
大
蔵
省
の
川

1
u三
日
山
村
川
町
長
を
呼
ひ

ー
一
任
才
て
い
て
は
ま
と
ま
ら
在
い
己

こ
こ
は
西
村
ド
ベ
長
に
わ
い
せ
3
1
M
l
r
り
ま
と
め
い
助
ご
」
欲
〆
い

グ山川いパら

？と山十円よ『、一

γ
一
と
と
）
什

字
削
人
脈
に
白
河
ず
る
桂
川
龍
と
ち
は
、
十
円

一
円
一
心
億
円
が
負
担
の
し
し
山
一
ど
こ
「
る
由
民
ぷ
討
の
工
張
ヰ
受
け
入
れ
、
州
民
林
系
統
の
白
羽
告
且

パ〉ヘ
U
結

H
と
J

、
相
欠
乏
さ
れ
て
い
た
傾
と
の

ぶ
び
住
専
七
千
の
欠
損
人
り
キ
加
、
七
J

人
六
人
口
（
U
捻
円
を
財
政
資
金
一
、
白
ね
す
る

こ
と
を
決
め
た
c

戸
れ
を
受
け
、
受
け
皿
機
関
へ
の
山
容
h
b
u
h
lり
低
判
キ
副
え
た
ハ
八
fμ
口
伝
刊
を
一
般
会
心
か
ら
拠
山
J
9
る

九

月
九
日
に
羽
議
決
定
三
一
れ
た
〉

子
話
佐
木
が

ど
こ
ろ
か
実
は
、
住
寺
川
地
河
川
若
主
で
あ
こ
数
じ
と
迫
っ
た

片
山
庁
句
に
は
、
良
行
い
同
は
ゼ
ロ
川
渋
（
坤
一
叩
ー
債
務
負
担
仁
為
）
で
、

農
林
系
統
が
負
担
を
判
中
京
？
」
す
る
部
分
を
川
閉
め
ん
n
わ
せ

L
ょ
っ
と
し
て
い
た
の
だ
と
い
ろ
U

一
ぜ
口
当
伎
は
L
L
り
あ
え
ず
予
算
を
拘
置
L

亡
お
い
て
、
実
際
の
カ
ヰ
の
支
払
い
は
カ
年
後
、
あ
る
い
は
一
口
年
後
に
一
円
、
つ
も
り
♂
℃
、
将
来
の
負
担
を
恕
ど
し
た
積
の
先
丸
山
リ
市

川

h
いで
2

F

J

〈
つ
ま
い
り
決
／
山
日
河
川
川

に
次
川
向
失
負
組
に
対
及
川
円
以
全
を
投
入
L
9
る
j
決
め
と
の
と
は
採
に
、
あ
く
ま
て
九
ー
ハ

行
氏
予
算
で
の
別
政
資
主
投
入
を
肝
引
咋
プ
し
、
別
政
資
命
的
投
入
を
眠
時
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
と
あ
る
F

そ
れ
で
は
な
ザ
下
川
人
脈
に
同
J
9
心
身
部
九
八
」
勺

－M
同
州

υ川、

小
村
式
i
計
局
一
ペ
P

向
井
ら
）
は
、
制
川
政
F
U舎
の
投
人
ド
一
反
対
J
q
る
銀
行

い
計
四
の
古
川
ザ
川
を
姐
札
二
＼
ま
た
農
水
省
の
百
J

い
値
を
北
川
す
る
一
」
と
も
減
領
査
定
4
る
こ
と
も
な
く
、
て
の
土
ま
受
け
入
れ
、
財
政
資

仏
の
投
入
を
決
め
た
の
で
あ
ウ
つ

お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
財
政
人
片
た
士
投
？
ヘ
ー
九
本
v

ぬ
ι口
〆
一
投
入
j
る
場
合
、
こ
を
比
較
考
「
註
1

V

呆
、
む
し
ろ
こ
の
際
、
財
政
資
金
t」
校
入
♂
た
方
が
大
H
V
恥
有
の
継
続
山
川
小
川
一
に
ー
一
っ
て
灯
ま

L
い

f

か
る
と
判
断
l
f
た
め
、
財
政
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資
金
の
投
入
手
決
定
し
た
と
考
え
り
れ
る

次
投
失
負
担
に
対
し
財
政
詩
人
手
市
川
技
人
を
安
請
し
た
の
は
、
円
以
行
川
で
は
な
く
内
民
党

の
ば
一

uhrに
あ
っ
た
マ
住
守
に
は
p

一

5
4の
主
将
比
一
般
且
て
あ
hw
伎
は
J

A
の
余
融
機
関
が
多
…
加
の
叫
九
J

を
行
コ
て
お
り
、
げ
は
ら
が
店
民
主

の
政
治
介
入
事
求
め
た
た
め
、

住
専
府
指
は
E
J
4
1
に
ん
の
認
識
す
る
ー
と
こ
ろ
L
Y

な
コ
た

そ
の
た
め
、
大
威
容
が
以
治
家
チ
掛
除
し
て
午

ウ
間
四
世
を
処
理
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
七
山
円
で
あ
る
〔

υ
h
J
旬
、
も
絞
庁
前
門
片
口
に
け

t
は
な
く
、
切
燃
や
山
崎
ら

rh以
内
党
の

i
安
幹
郎
も

財
政
資
金
坑
投
人
に
賛
以
L

て
い
た
そ
れ
ゆ
、
ぇ
、
た
と
え
財
政
資
金
き
役
へ

J
h
一
に
せ
よ
、
白
川
ν%
が
大
岐
省
仁
村
九
そ
小
山
責
任

を
追
及

1
る
と
は
与
え
探
い
こ
と
一
？
の
ぺ
た
υ

注
F

ま
こ
主
ら
な
か
っ
た
場
合
の
方
が
、
ー
十
八
九
民
省
へ
の
古
（
れ
い
追
及
は
よ

り
取
し

ν
む
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
し
大
H

戚
省
は
J
1
r

で
い
い
住
専
一
一
処
盟
の
方
引
を
一
京
明

L
て
お
り
、
そ
れ
は
凶
際
公
約
い
も
な
っ

tぃ

ふ
」
（
凶
て
れ
L
h

悼
の
！
日
、

も
は
、

ui八H
川
刷
新
は
全
政
行
政
や
は
り
ノ
行
う
能
力
日
討
を
J

人
っ
て

も
し
住
り
九
四
時
策
の
作
成
＋

一語、〉

f
、

ナ人中わ可、に！
I
山

い
る
？
乙
い
う
こ
ν
々
を
世
河
に
知
ら
し
め
る
結
巣
と
な
っ
p

で
あ
？
／
υ

そ
う
な
礼
ば
大
怜
判
明
治
、
h
人
！
査
一
限
お
巧
を
分
離
す
べ
き
と
い
、
）

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

張
が
一
以
内
侍
hり
か
γ
待
つ
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
札
る
ぺ

つ
ま
ヅ
王
計
同
は
、
ム
コ
川
以
U
Y
一が什止力
J

問
題
チ
認
談
L
、
長
林
系
ん
除
機
持
の
叫
「
ぺ
相

を
軽
減
す
る
た
め
に
財
文
資
金
投
入
や
求
め
て
い
る
と
い

7
状
況
下
い
お
い
亡
、
日
町
立
山
パ
h
金
を
投
入
し
て
性
専
処
市
内
を
天
地
す
る
ご
レ
〈

と
、
財
玖
資
金
の
投
人
に
止
対
し
て
住
専
処
班
の
と
り
ま
と
め
に
失
敗
：
f
士
一
と
と
を
比
較
考
量
し
た
結
果
、

や
む
を
得
ず
前
者
事
混

択
し
七
の
↓
℃

一
方
、

ι「
民
党
内
、
上
辺
幹
部
と
の
按
触
が
之
し
か
っ
と
銀
行
局
は
、
社
以
資
八
誌
の
校
人
が
大
蔵
官
の

1
R仔
叩
同
盟
を

川
引
き
起
こ
ず
と
与
え
、
あ

f2二
二
次
長
介
入
に
お
付
る
針
以
資
金
の
投
p

へ
に
抵
抗
し
、
財
政
資
金
を
と
う
し
て
も
投
人
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
に
は
、
実
必
の
支
出
を
先
が
ぱ
レ
J
q

る
こ
と
守
、
財
政
資
金
の
投
入
を
判
と
か
暖
時
化
？
J

ょ
っ
し
〆

υ
？
の
可
あ
る
J

要
J
y
る
に
十
八
炭
省

i
A町、

組
織
防
洛
の
た
め
、

政
ム
1
｛
立
か
ら
で
与
る
だ
け
主
将
を
迫
及
さ
れ
な

ν
ょ
う
、

鉱
行
μ
一
円
し
も
に
、

机
ん
阿
波
を
／
り
士
一
め
J
う
こ
1

J

た
の
で
あ
る
ん
ー
だ
、
彼
〉
内
在
す
る
川
市
町
刊
の
注

v
、
す
な
わ
ら
政
PU家
シ
引
い
枚
以
の
頻
度
の
逗
い

が
そ
の
刊
附
を
分
け
た
の
で
あ
る

<?'106< 7: 

ιい
い
山
サ
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；井ι

し
か
し
な
が
ら
で
は
日
の
判
断
は
、
結
来
的
に
は
中
山
川
り
ご
あ
っ
た
〈
目
前
や
マ
ス
メ
ワ
J

ノ
の
猛
烈
な
反
発
に
出
而
し
た
白
い
に
？
凡
の

c、

斗＂＇

行
ら
が
対
収
資
金
投
入
へ
の
一
虚
偽
を
つ
け
ん
に
も
か
沖
わ
ら
ず
、
大
民
お
に
責
汗
ト
を
転
校
し
た
の
で
あ
る
c

ま
た
、
連
？
げ

与
な
の
一
円
以
で
あ
っ
た
社
会
党
と
新
党
さ
え
が
け
も
、
大
成
¢
を
批
判
し
、
大
蔵
省
改
革
を
主
張
し

山
川
ム
口
pp汗
は
、

十
二
り
金
融
部
門
に
対
ず
る

財
政
資
金
の
投
入
は
、
大
報
告
の
主
に
ト
川
問
題
を
片
山
起
〕
、
財
政
1
y

金
制

戸
、
安
清
L
q
J

る
む
り
で
あ
っ
た
紅
専
処
理
策

を
羽
ん
終
l
」

J
J

て
、
＋
八
段
省
分
割
一
が
政
治
的
争
点
と
と
浮
上
す
る
に
〉
と
ん
ふ
っ
た
山
で
あ
る
U

ー
か
も
一
」
の
結
ピ
夫
、
不
良
債
権
処
理
ャ
ム
Z
娘
機
関
の
破
対
処
忠
仁
対
’
二
、
公
的
資
会
を
投
入

1
る
こ
ρ

に
つ
し
て
、
あ
る
在
攻
得
、
川

れ
て
い
ふ
／
コ
ン
ピ
ン
サ
ス
は
一
叫
ぽ
掛
消
川
J

て
J

ま
っ
た

公
的
資
λ2九
師
設
は
一
叫
ん
了
に
b
y
ず

し

な

っ

て

ν
ま
っ
た
の
で
あ
る

E
＋
h
U吋
文
同
1

机
間
吋
編

の
刀
年
』

に
す
却
p
一
、
作
専
処
同
豆
閉
山
キ
め
ぐ
る

ー
凶
会
の
混
乱
を
J
ん

T
k
n同
省
は
、

U土
{" 

σ》

信1

ま
ど
金
側
、
ン
ス
ヲ
ム
間
認
は
終
わ
り
さ
は
な
い

？
と
伝
之
み
勇
気
を
よ
叩
品
川
》
ん
し
て
い
」
さ
、
「
む

L
ろ
、
子
ノ
μ業
の
成
A

げ
を
願
、
勺

とあ
いま
う杓 η

政
訴
実
力
者
）~ 
j哉

僚,. 
ち
は

「
作
与
さ
え
川
、
却
す
れ
ば
、
金
阪
は
大
よ
大
で

J
2
ど
の

偽
一
村
報
－
を
ば
ら
ま
い
た
」

し
か
し
な
が
ら
、
金
融
が
ム
丈
夫
な
わ
け
は
な
い
こ
！
を
太
政
官
僚
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、

大
成
行
内
て
も
抜
本
む
な

金
融
対
策
を
求
め
る
戸
は
あ
勺
ん
＝
生
半
川
会
ご
誌
山
、
れ
た
民
全
保
冷
ェ
い
の
今
部
F

以
比
一
条
ご
は
、
日
川
相
ム
寸
市
川
破
綻
処
理
に
沼
山
打
、

長
牛
深
除
後
ド
可
仁
赤
小
j

古
山
ι
ド
、
場
合
、

引
政
資
金
の
投
人
が
可
能
と
さ
れ
て
れ
た
へ

そ一一
r
L
ほJ
井
孝
波
打
記
審
議
パ
パ
山
川
、

信
組
山
佼

『

等

と
う
け
ら
れ
ま
寸
ん
か

l

内
村
に
措
定
し
た

dd周
回
収
銀
行
の
川
性
別
対
象
に
銀
行
を
加
え
て
、
財
政
資
金
の
投
へ
什

を
広
げ
て
お
く
べ
き
だ
」
と
考
え
た
か
ら
で
点
ゐ
v

下
〆
か
ラ
〕
宮
村
は
、
「
そ
れ
は
次
の
ス
ブ
フ
プ
で
と
h
p
v
u

返
J

た

J

i

ノ
ル
に

た I刊
l う

か 7こ
ら者
だを
と稔
νf  

の
人
J

ζ

、
性
甫
J

札
一
辺
法
五
が
批
判
ム
ヤ
浴
び
て
日
る
田
町
？
で
と
て
も
銀
行
に
む
こ
一
u
え
る
状
侃
ご
は
な
か
J

「銀’

η
の
佼
ι
／
ん
処
児
に

の
説
話
、
を
づ
け
ノ
て
お
か
な

v

y
一
、
俊
一
川
大
作
え
な
こ
L
一
に
と
る
」

杉
パ
の
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と
い
う
、
土
肢
は
没
け
ら
れ
と
の
で
あ

ま
た
こ
の
問
題
は
、
大
政
省
と
は
半
銀
行
と
の
間
で
も
イ
川
し
合
わ
れ
た
f

し
か

L
西
村
は
、

銀
行
の
倒
産
に
も
対
↓
ば
完
全
子
一
校
入
了
竺
」
と
を
明
記
し
た
ら
金
融
関
連
法
案
が
出
会
を
一
世
ら
奇
い
一

た
の
だ
と
い
、
っ

と
判
断

L
、
明
記
を
け
ん
込
っ

内
H
竹
か
衿
川
叶
パ
マ
日
本
鋲
行
の
肘
叫
ん
た
ム
ケ
市
山
け
入
、
理
由
と
て
片
山
、

ト
八
煎
主
の

ω川
比
ム
且
ー
と
巨
人
〆
な
刈
織
の

一
九
九
六
r
士
一
司
に

、
1
先
生
？

に
向
け
ご
本
格
的
な
枚
一
引
を
わ
う
た
め
の
ブ
口
ン

τ一ク
i
ふノ

i
ム
が
＼
f

ム
兄
内
ご
設
区
さ
れ
た
と
U

み
こ
と
が
苧
げ
ら
れ

る
ぐ
プ
リ
ず
J

二
ク
ト
イ
？
！
ム
布
、
ト
ヘ
践
省
の
州
立
刊
改
革
が
該
一
雨
戸
れ
て
い
る
叫
に
ず
に
、
金
融
機
関
の
山
小
山
向
山
出
が
仏
杭
〆
「
〕
て
危
険
山
な
状

前
凶
い
あ
る
と
政
治
家
に
説
明
J
q
r

る
こ
と
は
、
糸
川
間
行
政
の
矢
敗
を
山
川
口
ー
か
に
℃

犬
山
帆
省
か
ら
金
融
M
M
門
ヰ
パ
ザ
一
蹴
す
る
と
い
う
：
京
に

説
得
心
を
与
、
ズ
ヴ
守
こ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
じ
大
円
帆
中
山
口
は
ん
円
引
の
銀
行
局
長
就
任
ル
段
、
金
問
問
機
関
の
波
対
処
加
を
近
め
た
も
の
の
、

組
織
分
割
の
危
機
に
と
川
LF
る
ご
と
に
な
っ
た
た
め
、
政
一
川
｝
互
に
汁
し
て
会
散
問
題
は
解
決

L
P、
？
と
い
う
虚
偽
の
説
明
を
行
い
、
古
川
ぴ

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

配
送
η
Jボ
へ
と
凶
一
泊
し
た
の
で
あ
る

7~ 
c 

( 

f可
を
五
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1r＆ノ＼法JJ 36 iii lii7.' 373三'106.7: 

第
一
二
本

う〉

析

ア

ク

タ

ャ

の

認

識

と

行

動

本
阜
で
は
、
第
一
市
の
宅
例
転
先
す
断
ま
え
た
京
＼
各
ア
ク
タ
ー
が
令
則
明
認
を
と
与

し
て
い
た
の
か

川
か
与
る
行
動
を
と
コ
た
の
か
を
分
析
す
る
υ

詰川一

rm
ぺ
刊
同
一
～
j

百

一
ん
7

ぺ
（
リ
年
代
r
引
に
お
い
て
、
利
郎
r
j
お
よ
び
信
用
金
司
ιγ
険
令

E
W
E
民
自
す
る
憐
限
お
よ
び
金
山
融
行
政
の
ふ
川
了
J
Y
V

未
を
行
、
「
梓
阪

を
有
し
て
い
た
の
は
大
円
以
符
C
あ
る
c

て
わ
？
一
ト
人
民
巾
刊
に
は
、

ハ
プ
丸
山
明
治
以
後
の
人
組
機
関
の
が
川
片
岡
山
唱
に
は
L
、



；井ι

坪
枠
制
み
を
献
H
d
w
L
、

L
か

L
K蔵
省
は
、
公
的
五
円
令
の
投
入
に
強
破
に
に

公
的
資
金
の
投
入
を
孜
、
川
家
に
求
め
る

R
什
が
あ
っ
た
c

立J

いお
m
融
伎
綻
処
坪
い
川
端
J

？
乞
な
わ
v

な
小
つ
く
ろ
下
つ

F
は
せ
ず
、
弘
前
A

河川

N
h弐
の
よ
つ
な
一
条
J
介
約
一
で
の
肝
決
一
ド
間
判
決

c、

斗＂＇

し
品
川
け
ど

こ
の
i
人
哉
君
の

「
不
作
為
一

の
F
川
川
川
は
何
な
川
り
で
あ
ろ
）
か
υ

ま
ず
、
ト
へ
い
晴
需
が
ん
ム
融
機
関
山

円
一
犯
摂
で
」
さ
げ
（
二

な
か
け
れ
た
め
、
金
融
問
題
の
法
刻
去
を
体
↓

J
I

さ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
、
つ
こ
と
が
ヰ
ワ
え
ら
札
る

」
れ
は

人
蔵
省
り
芯
級
機
悶
へ
の
検
査
山
町
下
、
ま
く
機
能
〆
て
い
な
か
っ
た
こ
い
つ
見
が
で
あ
ノ
ベ
金
融
機
関
の
側
が
、
自
ら
の
柄
引
状
笠
の
中
心

化
f
F
隠
蔽
J

v

士
と
し
た
場
合
、
人
蔵
省
が
i

こ
ま
で
そ
の
金
融
機
関
の
絞
営
状
態
を
正
確
に
担
保
す
る
こ
と
が
で
き

f
の
か
は
】
ホ
ノ
＼

わ
か
ら
な
い
、
五
た
、
後
に
刑
事
事
件
に
ま
で
売
日
比

1
る

M
一けい

r
Uの
過
到
接
待
に
J
U
ら
れ
る

の
癒
着
関
係
の

た
め
に
、
人
主
問
機
関
へ
の
検
査
が
甘
し
も
の
ー
な
り
、

絞
営
悪
化
的
一
百
九
怒
が
検
一
本
仁
円
か
ら
孜
波
立
荒
川
」
ψ

者
に
は
止
昨
慨
に
伝
わ
っ
て
い

民
、
》
も
一
一
じ
じ
l

r

A

J

主
主

r
f
l
去
F
V
L
J
V
U

ま
2

／

と
り
わ
け
p
内
政
省
が
最
後
ま
で
太
子
祁
市
銀
ト
い
い
に
主
ゐ
救
凶
合
併
守
人
に
出
執
L
た
似
囚
の
ひ
と
つ
と
し

ヲ、は、

r八

I
都
市
以
行
の
経
常
に
は
A
t
h
d
が
あ
る
と
忠
い
込
み
、
近
い
符
米
に
お
い
て
六
千
都
市
銀
行
主
で
も
が
は
刊
許
破
綻

氾
い
、
性
ま
れ
る
｝
と
に
な
る
と
は
ま
っ
七
く
出
ど
で
き
て
い
な
が
っ
た
ご
ル
が
w十
げ
ら
れ
ょ
っ
〈

ミ
ら
に
、
仏
間
十
品
川
t
仁
休
は
い
川
格
に
行
わ
れ
、
余
融
機
関
の
径
一
R
約
一
窓
］
に
つ
い
と
正
碍
な
情
識
を
う
か
λ
さ
い
行
と
し
て
も
、

七
乙η

の
報
告
を
一
一
受
け
れ
孟
白
部
門
が
、
そ
の
川
市
山
を
澄
切
一

て
3
な
か
っ
た
↓
川
能
件
も
め
る
つ
大
蔵
省
で
は
ふ
計
川
、
一
て
廷
で
人
事
？
打

一、一、、

忌
イ
少
A
q
Jウ
J
L
T
F
J
u
u

ふ
取
組
問
題
が
深
刻
化

υ
ご
い
九
八
時
矧
仁
、

I
寸
村
じ
い
れ
の
よ
う
な
ん
市
↓
剰
の
素
人

い
J
J

～
い
れ
ん
レ
ド
、
つ

問
題

ιあ
っ
た

J
村
の
主
人
十
り
に
つ
い
て
は
、
島
る
ド
九
三
心
旅
行
口
脳
的
次
の
よ
う

」める

i
u
m庄
汽
人
が
兵
庫
銀
行
に

行
く
一
」
と
が
決
士
つ
ん
l
d徒、

ん
に
会
ワ
ん
J

P

彼
は
「
兵
銀
の
過
L
f
三

年

間

じ
て
試
MMオ
る
と
一
（
）
年
で

再
建
で
き

レ
r

的
刊
を
絞
っ
て

μ
た
c

ね
は
地
去
の
業
績
を
京
H
K
に
数
j
を

ν
じ
3

て
も

U
い
と
お
り
f
h

は
い
か
な
い
も
の
戸
三
百
っ
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た
の
だ
が
、
寸
何
を
呂
、
っ
か
」
と
い
う
よ
う
な
濠
チ
じ
て
い

し
か
し
な
が
ら
第
一
市
の
論
述
か
ら
も
ず
ら
わ
v

な
k
う
に
、
ー
人
技
省
ば
大

F
人
柏
市
服
従
所
内
が
軒
必
み
破
綻
！
一
ヲ
人
心
主
う
な
県
ト
目
前
日
は
労
定
で
き

て
い
ιタ
カ
り
た
一
と
あ
乃
う
じ
れ
と
ら
、
少
な
く
と
も
一
部
の
中
小
金
融
機
肢
の
川
村
営
が
極
皮
に
悪
化

ι、
－
｝
れ
を
救
ほ
ん
υ併

γ
る
よ
う

な
金
融
山
内
同
問
が
な
い
こ
と
、

そ
れ
ゆ
だ
従
来
の
必
涜
ん
併
ん
式
に
味
わ

に

え二

あい

るとl破
事L
を犯L
出日

て科し

て組
のみ
ナ＞ c 
め

l主主、

ご：若
ii＇｝お
資よ
金ぴ
の菩
はな
f、ぴ〕
;, i特

不ワ

f
b、
心
川
護
」
ヲ
ザ
心
引
制
作
一
が
必
要

yyy
い
う
に
ト
f

日
リ
欠
で
品
川
た

け
れ
と
も

大
成
省
は
公
的
資
た
の
投
入
に
反
け
パ
L
続
け
た
c

大
蔵
’
台
は

将
司
宍
の
ふ
地
の
住
し
い
が
り
に
期
待
を
か
け

品
札
済
ι円
什
J

方
式
に
件
わ
る
長

mm
仮
綻
机
～
坪
枠
組
九
を
作
ら
す
、
健
か
な
λ

立
政
一
機
関
の
た
営
体
力
を
損
な
う
｝
ど

ス
子
ム
の
｛
久
忠
什
ゃ
梢

な
う
F

）
と
い
な
る
「
主

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

k
八
歳
省
が
公
的
資
ι
の
投
入
に
刻
じ
て
践
校
に
以
刻
し
た
珂
山
は
、
い
わ
織
防
偽
に
あ
っ
＃
と
考
え
ら
れ
る
べ
金
融
機
認
の

が
『
何
度
に
応
化

L
マ
い
る
こ
と
が
引
ら
か
に
な
り
、
公
的
資
金
の
役
入
が
rb
ム
十
日
で
審
談
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
穴
、
同
笥
は
全
敗
監
督

の
責
』
刊
を
泊
及
さ
わ
ゐ
こ
と
に
な
る
ο

し
か
も
し
れ
尾
何
人
い
よ
る
と
、
ん
ね
の
内
の
余
融
中
」
局
に
北
べ
、
大
成
雀
は
金
融
出
川
市
内
市
川

に
つ
い
て
ね
改
責
任
を
よ
円
追
及

議

の

り

F
ろ
仁
」

に
ま
で
と
門
わ
れ
る
よ
み
な
バ
制
に
お
た
る
「
耐
を
公
的
当
局
が
波
打

さ
れ
や
ず
い

日山丸山～つれ一

'ii 

経
営
に

た
め
、
「
決
わ
が
経
営
岐
絞
状
態
に
あ
ゐ
こ
と
を
明
確
に
す
ゐ
ー
と

H
T
J
f
r

人ト一「
l

二一

ノノ

i
F
P
i
p

ご
丁
フ
ぐ
ミ
～
一

i
F
J

一

dv

，l

を
向
わ
れ
か
ね
な
い

と

ν
、？問刷、～，
o
b
、
公
的
当
日
の
測
に
丘
じ
さ
土
ず
る
こ
と
に
ヘ
ホ
コ
た
」
か
ら
で
あ
る
〈
池
弓
は
、
そ
円
た
め
に
公
的
当
記
が
政
絞
鋲
行

の
処
国
十
実
h

ー
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
定
ら
せ
る
よ
う
な
信
一
り
舎
も
た
ら
」

1
）
ζ

に
な
っ
た

f

一A
削
じ
て
い

そ
の
L
し、

大
凡
成
省
は
財
政
一
部
門
を
不
務
と

1

2融
I
U
N

一
円
非
公
判
附
則
的
な
執
務
〆
一
い
梓
付
け
て
い
た
っ

そ
の
組
織
構
造
の
ゆ
こ
れ
｛
い
、
人
情
η

（仮ノ＜iJ!'tJ oG i:、l:i9.・ 375 .?'106. 7: 



；井ι

融
行
政
に
お
け
る
失
敗
が
発
話
ア
フ
れ
ば
、
金
融
岬
山
内
を
大
蔵
省
が
ら
分
離
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の

で
あ
っ
ん
J

実
際
に
訂
正

券
小
祥
事
が
禿
完
し
ι
た
除
に
は
、

J
券
取
引
い
お
松
川
市
内
が
分
餅
三
一
れ
そ
う
い
な
っ
た
〈
大
蔵
省
に
と
っ
て
、

金
融
機
関
は
正
受
な
六
ト

c、

斗＂＇

h
先
ご
あ
い
ノ
、
全
械
部
門
戸
一
お
し
川
る
怪
限
を
尖

y
こ
と
は
、

T
へい
t
レ
ノ
光
を
た
う
～
一
と
を
白
眼
し
ん
－
そ
れ
附
え
大
－
同
省
は
、
組
織
防
衛

の
た
め
政
治
家
に
対
ー
ど
ん
ム
引
田
川
照
ソ
ヒ
ね
ん
秘
I

v

な
け
れ
ば
な
ら
を
か
っ
七
v

よ
っ
て
大
崎
公
い
は
、
公
的
F
V
舎
の
投
入
を
台
め
た
4

祈
た
な

註
引
剛
被
絞
川
時
間
一
件
納
品
が
必
要
で
あ
る
？
r

！
？
、
将
米
の
地
ハ
ー
の
紋
ー
が
り
に
よ
コ
て
不
向
、
債
体
仲
間
叫
が
鮮
市
民

5
札
る
一
」
と
に

期
待
を
か
け
て
、
全
融
問
題
士
隠
絞
？
、
昔
ポ
山
介
内
一
～
解
決
を
図

L
F札
済
人
円
町
内
方
式
に
凶
執
l
u
m
け
た
の
で
み
の
ん
〈
し
か
1
1
大
r

J

銀
行

に
も
も
は
や
ム
公
心
は
な
＼
業
界
川
で
の
解
決
は
ナ
ハ
！
日
リ
川
町
に
な
っ
て
い
た
と
日
体
系
y

」1
〆
て
ト
ヘ
L

政
省
ば
、
士
へ
川
hr
的
に
夜
綻
L
て
γ

る
金
融

機
関
を
絞
殺
さ

γつ
れ
寸
、
強
引
に
♂
十
一
ノ
ザ
c
せ
vc
る
を
円
い
い
な
か
っ
土
。

、
〆
、
一
、
》

l
う

L
3
5
7

r

／

｝
j
 

民
L
f♀
融
問
認
に
点
打
を
μ
4
V
J
4
v？
一
ハ
ら
れ
中
人
y

ド
八
蔵
省
戸
一
し
て
は
、
地
価
の
値
ト
い
か
れ
リ
が

将
来
に

ιい
f

完
全
に

F
Jれ
め
な
く
な
っ

f
時
よ
い
に
お
い
て
、
先
滋
り
政
論
？
？
y
k

ムザよ

j
七
、

む
し
ろ
金
融
危
機
が
深
刻
化
す
る
前
に
余
阪
間

活
を
迅
、
明
」
い
処
立
し
た
刈
が

組
紘
叩
刊
誌
に
は
遊

J

L
い
た
と
考
え
ら
れ
る
U

八4
融
問
題
が
長
期
化
’
深
刻
化
す
れ
は
す
る
は
と
、
段

見
臼
一
パ
刊
と
し
て
の
大
成
山
首
の
責
任
は
、

よ
り
層
重
大
な
も
の
と
な
る
か
ら
ご
あ
る
（
川
北
際
法
も
、

当
円
円
余
峨
破
綻
を
ほ
一
け
、

危
山
内
を
先
山
人
h
L絞
り
る
こ
と
は
、
大
械
室
、
あ
る
い
は
た
蔵
官
↓
僚
に
と
J

亡、

ヲ
ゲ
れ
ほ
し
」
憤
休
日
時
な
針
緩
う
け
に
は
な
ら
な
川
）
そ

れ
ど
け
な
ら
、

フ
メ
リ
ッ
h

を
田
遊
ず
る
だ
け
と
あ
打
、

メ
U
ソ
ァ

り
ッ
ト
は
同
澄
去
れ
る
も
の
の
、

れ
る
わ
け
で
一
1
M
L
M
U

し
刀
ら
だ
し
か
も
、
心
V
E
－－
E
の
ヂ
メ

将
本
は
さ
ら
に
？
に
九
な
ヂ
メ
リ
ソ
ト
力
投
牛
す
る
こ
と
が
予
い
配
さ
れ
る
の
だ
」
と
論
じ

τい
る
d

そ

札
ゆ
え
レ
ハ
」
成
省
は

地
湖
の
値
ト
が
り
が
ま
っ
た
く
U
L込
め
ず
、
光
、
店
り
策
が
版
界
ー
に

ι
、
も
う
二
つ
将
来
に
お
い
て

よ
り
lXえ
な

問
題
字
」
仕
じ
さ
ゲ
る
こ
〆
一
を
問
解

L
I
H
U
4
1一
之
、
七
日
融
問
題
の
解
決
い
い
乗
打
出
す
は
「
庁
、
あ
る
f

そ
の
転
機
が
々
力
九
四
可
ハ
月
の
干
山
中
リ
一
口
正
の
銀
行
門
町
長
九
札
一
什
で
あ
る
と
川
川
政
令
一
般
研
究
所
長
時
代
ー
ス
マ
同
一
一
ン
ス
フ
ム
安
定
化
資
の
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ー
ん
放
を
求
め
る
レ
ポ
ー
ト
を
け
行
L
て
い
た
西
村
を
銀
行
一
同
戸
山
岳
－

さ
せ
る
と
い
j

人
事
は
、
ー
ハ
夜
中
門
が

b
は
や
子
）
れ
ー
で
の
先
良
一

り
は
よ
ヤ
け
山
田
で
あ
る
と
叫
町
し
、
合
融
問
題
い
木
法
を
人
れ
て
取
心
細
み
始
め
た
こ
と
を
江
味
し
た
ι

そ
し
て
実
際
に
内
村
は
、

資
主
を
投
入
す
る
必
裂
が
な
い
も
の
に
限
ら
れ
て
は
い
へ
勺
の
の
、
実
質
的
に
仮
絞
し
て
い
た
金
融
織
肢
の
岐
絞
処
市
内
チ
県
断
に
進
め

,, 
J」

r
f
一
、
一
ろ
が
十
八
政
省
は
、

あ
く
ま

F
組
織
防
衛
を
最
伝
先
と
？
〆
一
、
い
た
｝
そ
の
た
め
内
村
は
位
専
処
刑
「
一
に
あ
か
り
、

オ
る
一
次
慌
宍
に
公
的
資
金
卒
、
校
入

3
2す
こ
今
げ
は
め
た
も
の
の
、
あ
く
み
ま
で
次
山
矢
l
対
ー
一
、
は
公
的
資
会
的
投
入
を
間
滞
し
ょ

ー／）干し〉／
c

一
丘
年
後
に
公
的
資
た
が
投
入
Nο
計
る
と
決
め
ら
れ
て
も

大
点
省
へ
の
批
判
は
そ
れ
は

辺
町
↑
パ
一
川
ご
は
実
感
に
之

u

く

と
強
く
は
な
ら
な

ν

こ
考
え
た
か
ら
げ
に
あ
る
じ

v

か
し
、
農
林
系
金
総
機
関
ζ

間
以
林
族
議
員
の
圧
り
で
、
良
林
系
金
融
機
関
の
負
担
釘

は
川
一
一
の
の
怯
円
に
削
ら
れ

一
次
回
目
べ
に
財
政
山
氏
す
が
投
入
さ
れ
る
干
？
と
に
な
っ

f
ロ

そ
の
結
果

予
想
注
？
り
た
H

州
市
句
へ
の
批

l
は

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

高
ま
り
、
？
人
υ以
省
点
’
ら
ん
融
部
門
を
分
離
す
ゐ
こ
と

れ
る
。
、
つ
に
な
ゥ
た

人
殺
省
は
事
織
均
衡
を
最
優
先
ー
と
革
、
す
一
オ
い
た
n
L
I
が
っ
て
、
金
時
出
向
現
の
政
絞
処
川
崎
に
乗
り
射
す
F

）
し
し
ご
金
一
問
問
洩
の
実
情
〉
カ

所
ら
か
と
な
行
、
大
同
省
の
斡
拭
門

R
午
が
追
及
芸
れ
勺
組
滋
分
ま
の
L

誠
九
献
が
〕
戸
ハ
体
化
す
る
と
、
金
融
機
関
の
経
営
問
題
の
涼
刻
さ
事
倣

民
的
ぃ
明
ら
か
に
1
、
抜
本
や
JJU
対
止
策
を
実
施
L
O

る
こ
と
字
削
除
深
け
一
ダ
る
を
符
在
、
な
っ
た

ょ
、
蔵
戸
へ
の
非
離
を
」
同
め
、
同
刊
紙
が

日
市
勺
割
さ
れ
る
事
設
を
持
く
よ
い
り
問
、
も
し
ろ
そ
の
時
点
で
ど
う
し
て
も
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
在
い
措
置
（
信
市
組
合
の
破
綻
処
均
枠
相

み
の
笠
備
ト
fnF専
処
刑
）

「
他
の
ん
市
↓
制
加
料
開
闘
の
破
綻
処
刑
l

枠
組
み
の
整
倍
、

の
み
ヰ
開
問
主
的
に
行
ぺ
先
送
り
で
ど
る
も
の

主
ト
七
d
h
j

l
t
f
；、
7
l

す
る
こ
l
）
守
、
十
ヘ
段
省
へ
の
批
判
を
か
わ

J、
利
総
分
割
を
免
れ
よ
う
と
J
J
、
ス
た
山
で
も
る
U

そ
m
h

だ
め
十
人
民
省
は
、
政
治
忍
に
い
RVJ

て
、
亡
専
処
理
で
小
H
h債
権
問
題
は
併
問
レ
九
J

こ
い
よ
応
偽
の
説
明
を
行
い
、
一
件
び
元
、
主
り
没
ヰ
v

る
上
λ

に
な
っ
た
の
一
じ
忘
る

2~ 
t主
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世

如

日

同

州

判
以
ノ
付
従
営
者

銀
行
粁
リ
行
者
が
、
臼
れ
お
よ
び
合
融
界
全
体
の
不
良
債
枠
内
懸
の
深
刻
さ
を
と
こ
支
で
止
磁
ヲ

で
ミ
て
い
ふ
人
の
か
に
つ
川
て
も

c、

斗＂＇

あ
る
t

台一は

ι確
な
情
説
が
伝
わ
っ
て
い
な
升
っ
と
り
能
性
も
あ
り

刷
問
、
守
一
は
廿
ー
に
の
公
的
資
金
投
人
以
北
一
百
に
強
硬
い

反
発
ー
に
～
コ
士
浪
わ
桐
談
役
の
松
川
な
L
f
M

川、
f

小
点
債
権
問
涯
の

て
は
い
な
か
っ
？
と
町
ル
わ
れ
る

か
〆
第
一
一
ず
で
礼
た
に
う
に

一
ん
九
一
年
に
大
蔵
省
か
ら
金
融
安
定
に
必
要
な
起
訴
を
提
小
J
q

る
よ
う
求
め
ら
札
た
三
菱
、
山
肌
八

銀
、
住
友
信
託
の

い
ず
れ
も
公
的
資
合
を
技
人
オ
る
系
や
同
町
小
1

て
い
る
P

ま
に
、
新
聞
記
事
に
匡
一
で
登
場
オ
ゐ

コ
L
K

ネ

グ

十

V

銀
行
幹
部

l
h
iり
も
、

公
的
資
た
の
投
入
か
必
U
K
だ
ζ

叱
べ
て
こ
勾

そ
の
こ
y

」
か
ら

L
て
現
役
の
銀
行
が
営
陣
は
、
〈
l
L
良
依
梓
問

思
の
一
仏
泌
さ
ζ

八
人
内
資
会
投
入
の
必
安
性
ゃ

d
r叫
し
て
い
た
こ
考
え
ら
れ
る
。

l
h
d
し
な
が
ら
銀
行
経

JURた
り
は

去
j
v
つ
て
は
公
的
資
令

レ
一
は
決
L
て一
t
わ
な
か
コ
た
υ

そ
の
河
期
は
、

l
日

比

」

什

A

p
i
s－
心
小

済
ー
の
た
め
に
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
れ
ば
、

日
ら
の
絞
常
吉
一
つ
ー
が
追
及
さ
れ
る
と
f

百

三

か

ら

p
l的
A
V
J

多
く
の
ん
除
機
持
の
経
営

者
は
サ
一
ワ
リ
マ
シ
で
あ
り
、
白
ら
の
作
煎
さ
え
勤
め
上
げ
れ
ば
、
i

一
識
の
報
酬
と
説
明
金
を
下
い
す
る
F

）
と
が
で
さ
る
。
そ
の
た
め
、

公
的
資
主
を
公
け
取
っ
て
凶
行
の
杯
一
げ
古
川
一
位
芸
れ
る
札
ド
わ
り
に
、
什
ら
か
経
常
責
任
を
と
ら

3
れ
る
の
と
、
不
良
責
F

碓
処
涯
を
先
良
一

り
し
粁
〉
け
粍
化
を
芯
似
し
な
が
ら
、
住
人
一
の
午
－
悶
を
大
過
な
く
制
約
一
げ
る
の
と
、
と
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
当
然
後
者

を
選
択
ヲ
る
で
あ
ろ
、
て

t
か
も
か
γ
刑
検
出
仰
は
信
川
が
第
一

の
内
売
で
あ
り
、

じ
い
り
経
営
の
思
化
を
認
め
る
わ
け
J

仁
は
い
か
な
い
そ

れ
や
え
金
山
融
機
関

σ杉
山
行
一
な
れ
は
、

小
丸
山
田
惇
の
処
刑
を
先
店
h
ノ
午
、

い
付
信
号
品
作
の

な
お
か
っ
公
的
資
へ
み
の
は
人
を

表
立
っ
て
は
長
誌
で
き
な
か
っ
た
の
で
主
ゐ
υ

l
f
d
t

〉
、

ー
才
？

f
J
E

れ
れ
常
責
れ
か
問
わ
れ
る
苧

J
ケ
J

に
公
的
資
全
が
投
入
さ
れ
る
と
な
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
η

そ
の
ト
め
、

凶
ら
は
8

式

ぷ
げ
う
で
は
公
的
資
金
一
は
必
妥
な
、
ど
一
の

ν坊
を
と
り
続
け
た
も
の
の
、
そ
の
一

b
r、
政
治
家
や
京
女
界
の
主
宰
に
一
目
的
ノ

M
A
作
付
貢
任
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が
追
及
さ
れ
る
｝
と
な
し
に
公
的
資
、
孟
カ
投
入
芸
れ
る
こ
と
子
役
ら
は
期
待
し
て
い
丈
口
川
名
の
銀
行
幹
部
が
公
的
資
金
の
必
中
久
性
を

ザ川小平湾紙】

cm明
、
え
て
い
た
の
は
、

吋
れ
件
責
任
を
関
わ
れ
な
い
形
で
の

で
ノ
一
ま
り
伯
右
の
J

一
一
ン
ア
一
フ
ノ
ヴ
に
主
、
J

て

－山一一立炉頁伝
η
J
R
J
h

t
l
J
〈

J

入
J
γ

実
坑
ず
る
れ
め
に
と
っ
た
戦
略
的
な
対
必
で
あ
〉
F
～一

」一三、

JL
、
銀
行
紋
済
で
は
な
く
土
地
流
動
化
と
い
う
ろ

μ
で
公
的
資
先
が
投

↓人
v
A

れ
れ
ば
、
経
営
責
亡
を
追
及
さ
れ
る
て
エ
は
な
い
と
考
元
、
そ
う
1

J

九
一
東
に
は
表
立
っ
て
調
介
感
を
表
明
一
と
へ

か
〆
令
融
機
関
山
ら
が
、

rH行
的

Mrば
」
岩
化
の
実
能
川
十
小
良
債
椋
同
様
の
深
刻
支
を
隠
蔽
〆
亡
ド
た
が
宇
↑
ん
仁
、
金
融
問
出
明
治
深

刻
な
む
の
で
あ

η
公
的
資
金
の
校
入
が
必
安
時
J

P

一
い
号
叶
認
識
は

政
治
家
一
JL
般
阿
民
に
は
な
か
る
ほ
か
没
透
な
か
っ
と
の
で
あ
る

世
間
川
一
今

λ
叩

政

治

家

jm
良
債
は
ν
地
球
の
た
め
に
桜
会
を
引
い
る
l

い
う
政
策
は
、
止
論
の
反
一
誌
や
川
門
ノ
＼
f
め
、
再
選
を
［
恥
’
淀
川
三
す
る
炊
F

泊
本
に
と
う
ー

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

は
だ
治
し
た
く
な
い
政
時
木
で
あ
る
む
そ
刀
た
め
、
見
送
］
が
て
r花
で
あ
る
と
与
え
る
な
ら
ば
、
℃
き
る
限
）
光
忌
り
日
木
会
ど
る
一
」
と
を

望ふれ）

C
あ
ろ
う
U

し
か
し
な
が
ら
、
長
断
的
に
じ
J

党
γ
と
為
り
続

Y
ゐと一

u
h考
え
て
い
る
設
え
の
政
治
家
仁
と
つ
亡
、
さ
ハ
に
は
ド
氏
以
的
に
リ
え
γ
とあ

り
た
川
と
希
豆
ず
る
政
党
の
氏
出
来
に
レ
仁
つ
で
も
、

－
」
れ
以
一
的
先
送
り
が
不
可
法
で
あ
り
、

弘、出
Jd

会
只
示
会
立
ヘ
し
な
1

れ
工
品
川
晶
一
応

J

L

：
i

p

J

l

！
！
1
1
1
 

械
が
先
牛
ず
る
と
い
、
つ
こ
と
を

f
J
A
ち
と
理
併
t
た
場
ん
け
に
は
、

時
的
に
世
論
の
批
判
を
乏
げ
よ
う
と
も
、

公
的
宵
金
を
収
入
什

さ
る
を
得
な
く
な
る
v

円
切
実
に
金
融
危
絞
古
川
泊
中
、
ご
ま
う
L

、
結
局
は
去
的
資
主
を
投
入
せ
ざ
ゐ
を
作
な
く
な
る
？
、
そ
の
ト
、

会
制
hr心
陣
同
J
U
A

一
引
然
に
防
げ
な
か
っ
た
土
日
以
れ
い
も
出
及
さ
札
る
た
め
、
金
融
危
機
発
行
一
以
菰
に
公
的
資
金
を
役
ヘ

f
L場
合
E
り
も
、

多
く
の
非
廷
か
仏
九
九
又
け
、
円
巡
ゎ
政
憾
の
組
出
れ
が
よ
h
岡
持
に
な
る
と
を
7
一
ら
取
る
か
λ
と
あ
る
r

そ
－
二
、
与
吉
政
治
家
が

t
y慌
を

ま
4

に
防
く
ー
め
に
公
的
資
金
一
投
入
寸
る
こ
主
己
決
断
工
場
合
、
絞
ら
は
阻
論
の
配
下
位

よ
c, 
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；井ι

を
て
き
る
浪
乃
凶
泣
し
ょ
、
っ
と
し
、
孫
々
な
弁
Idhど
／
什
っ
と
考
え
ら
れ
る
（
と
り
わ
け
公
的
資
金
の
投
入
が
仇
し
て
花
派
将
リ
パ
を
ノ
什
J

た
金
融
従
拐
の
経
営
者
を
救
山
押
す
る
も
の
で
は
な
く
、
常
志
の
民
金
者
と
借
り

l
t畑
町
議
し
、
い
粁
済
、
、
〆
f
、
ア
ム
的
根
幹
で
あ
る
合
融
γ

c、

斗＂＇

ス
テ
ム
の
宏
子
ゲ
一
維
持
す
る
た
め
の
品

あ
る
こ
と
を
U
点
高
づ
る
亡
あ
ん
与

－
d

か
／
な
が
ら
一
九
九
ぺ
）
』
代
r
刷
半
に
お
い
て
は
、
政
治
忍
は
一
立
1

J

亡
、
念
日
制
機
関
町
民
助
努
川
が
不
足
一
て
い
る
こ
LF
て
を
税
調

〕
、
公
的
資
金
役
へ
の
た
ぬ
に
蕊
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
ヘ

戸
山
市
的
反
対
f
u
う
ハ
ー
ド
ル
を
i
2

同／、

信
組
処
川
「
一
に
お
い

て
白
川
ん
え
は
、

「
武
れ
つ
ぶ
し
〆
一

1
日
新
進
u
M
M
攻監十」、

「
大
蔵
省
へ
の

五

｝

ム
J

A
山グ

白
川
利
札
口
聞
の
不
透
明
恒
と
不
手
符

身、L、つい
ιHJM

；
i
f
j
、

を円
M
f
v
l♂

－H
組
処
FJ
が
政
治
問
題
化
1
1
会
問
機
関
の

に
対
ぃ
q

ゐ
A

般
の
人
々
の
疑
念
ff
始
押
さ

「ん

せ
み
人
結
束
、
作
単
処
刑
判
に
は
」
9

る
世
ム
酬
の
い
故
レ
い
以
交
を
折
い
た
こ
す
れ
ば
、

自
民
党
は
初
期
的
な
利
心

E
求
の
ふ
J

め
に
、
将
来
に
わ

い
J

仁、

円
ら
む

A
A岐
に
追
い
込
ん

E
L
Z
コ
た
と
Y
J
え
ら
れ
る
υ

｝
れ
は
つ
ま
川
汁
民
党
の
政
治
家
が
、
ヌ
良
債
権
問
活
は
海
刻
で
、

八
一
之
れ
も
金
融
機
坊
の
波
紋
処
況
を
行
う
必
支
が
あ
り
、

し
十
も
公
的
資
金
の
投
人
も
現
時
仁
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
」
と
を

河川肝

L
て
い
ト
な
か
3

た
F

」
と
に
よ
る
。

も
っ
と
も
内
以
？
足
は
し
と
た
か
ご
、
ム
円
ら
が
決
林
系
金
融
山
川
市
町
の
負
担
を
軒
以
内
す
る
た
め
に
止
専
処
詳
の

次
山
計
失
仁
公
口
市
資
、
孟
を

投
へ
J
q
F

る
こ
と
を
求
め
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
論
の
批
判
が
激
化
す
る
と
、
す
べ
て
の
1
R任
を
？
十
人
威
主
に
転
校
し
ず
し
ま
っ
た
の

r
k
ル
仇
リ

f
d

2

J

 

刊
本
い
お
い
て
は
、
そ
の
中
止
九
容
は
L
f

も
か
く
と
し
て
、

一
般
に
汁
一
］
僚
が
以
策
を
決
定
し
て
い
る
と
し

1
1
λ
1ジ
が
強
〈
、

し
か
も
金
制
行
政
に
お
い
「
は
、
中
へ
療
に
政
治
家
は
そ
の
ほ
と
ん
と
を
大
蔵
官
に
委
任
し
て

v
と
の
で
あ
心
か
ら
、

大
蔵
告
に
今
一
ド
を

」
と
は
比
較
的
科
目
川
手
品
J

た

か
ー
な
が
九
、
会
融
問
開
叫
が
ま
だ
ま
ど
深
刻
な
ら
の
で
あ
っ
た
の
に

民
論
的
非
日
常
f
r
Lか
わ
「
と
い
λ

短
則
的
土
利
訴
の
た
め
に

十
八
蔵
省
ft
ス
ウ
プ
ゴ
ト
に
し
た
甲
ど
は
、
必
山
則
的
に
は
れ
ば
誤
っ
た
門
前
で
あ
コ
J
J

と
口
え
一
士
仁
三
大
刊
祭
告
は
温
織
川
出
品
川
ず
の
た
め
に

fト疋 F人7主?; CE り 1 ↑ ') 380 〔2GiJC.7 J 



金
融
問
題
を
諸
説
L
、
再
ひ
勺
心
送
り
策
を
と
る
よ
、
つ
に
な
っ
ん
か
ら
む
あ
る
に

V
A

ら
に

一
日
治
相
処
坪
以
前
に
お
け
る
政
治
家
の
公
PU資
金
技
人
業
品
川
、

ー
地
の
川
門
J

い
取
り

mAmを
ぷ
置
し
、

そ
こ
に
公
的
資
金
を

投
へ

Ji心1
y

い
う
も
の
に
と
ど
ま

JJ
て
お
り
、
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
枠
組

37γ
一
終
惜
し
、
そ
の
処
巡
い
除
、
し
て
必
要
と
L
M

ゆ
る
公
的
資

へ
品
え
投
ヘ
す
る
1
p

い
う
主
張
は
、
政
治
家

vrり
は
ほ
と
ん
と
な
さ
れ
で
引
な
か
っ
た

こ
の
P

一
と
か
ら
む
、
中
十
句
質
的
一
破
綻
v

て
い
る

註
引
別
検
閲
が
一
い
い
怖
に
ち
り

一
ご
っ
た
金
融
絞
悶
は
早
川
に
ー
処
m
J
9

ムマL
U
安
が
あ
る
よ
と

か
た
そ
昭
和
川
に
は

芦
川
山
の
鷲
金
者
自
作
川
η

子
会
保
設
1

V

て
J
C
4
附
ン
ス
テ
ム
t
h
V
ゐ
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
政
治
家
ー
フ
認
ぷ
ー
て
は
L
な
か
一
J

た
こ
ρ

が
わ
か
る
P

政
ム
山
忍
は
金
融

問
題
の
以
刻
さ
や
、
そ
の
問
題
の
ぷ
貨
を
十
分
に
問
解
し
て
は
い
な
か
み
ん
の
竹
あ
ノ
て

従
来
、
政
治
家
は
、
そ
の
り
門
什
の
門
川
さ
ゆ
え
に
、

A27総
ノ
行
政
の
ほ
こ
ん
と
を
大
民
省
じ
妥
仔
〕
て
い
た
」
？
の
方
？
、
銀
行
設

界
は
、
政
治
末
の

「
良
い
物
」
に
さ
れ
る
J
ス
ク
を
日
避
す
る
た
め
、
個
々
の
政
治
家
と
特
別
な
閉
山
係
を
持
つ
子
工
～
を
で
き
る
だ
け
砕

金融可>RI毛穴り」の日治汗政均祝日H' 

政
治
家
内
金
肢
に
つ
い
と
の
か
誌
や
、

--
i乃

↑吉
報
収
集
' る
能

;; 

" 
j有

企支
は
ラ

も
の

の
〆J,_ 
c 

'!,'106, 7 

L
T
1
1
？

i
j

も

一

O

Li

－－

L
1
 ヴ々
の
ι
た
町
、

き
ら
に
こ
の
川
町
民
、
夫
、
同
小
叫
は
PHら
の
殴
督
責
任
が
追
及
さ
れ
る
ご
と
を
想
れ
て
、
金
一
惚
絞
河
乃
れ
rd背
は
世
ム
の
経
常
良
打
が
泊
及

さ
れ
る
こ
と
を
想
れ
て
、
と
も
に
合
融
機
関
の
経
営
司
法
化
の
五
態
や
不
良
債
存
問
題
の
深
刻
き
を
結
縁
L
と
い
た
ρ

フ
一
ま
り
、
大
蔵
省

と
足
間
企
削
伐
問
が
と
も
に
金
融
判
涯
の
深
刻
さ
を
恋
蔽
し
続
け
た
た
め
い
、

同以ム川友人
H

金
融
柑
川
知
の

で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
ν

な
お
本
稿
は
、

政
治
家
が
へ
品
川
叫
問
題
の
深
刻
さ
じ
つ
い
て
」
太
憾
な
認
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
一
ど
こ
と
を
品
川
調
し
て
き
と
J

／か

υ
今日

沢
の
み
刀
、

金
融
問
巡
の
津
刻
さ
に
つ
い
て
校
も
口
T

v

時
期
に
か
な

n

て
J
U

た
と

れ
て
お
り
う
〕
か
ら
そ
れ
へ
の

抜
ぷ
l

附
な
苅
山
U
州
首
守
川
パ
ベ
ち
山

v
－

J

た
し
そ
こ
で
d

品
川
川
れ
の
行
動
に
つ
い
て
、
h
y
l

羽
川
町
会
」
’
二
、
お
こ
F
l

一
九
均
一
咋
に
公
的
資
金
の
投
入
者
ぶ
吸
す
ゐ
発
一
口
千
行
J

ん
こ
ζ

に
コ
い
て
、
以

F
の
で
つ
に
羽
山
知
L
て
い
る
、
ず
な

1
1
、I

J
i
l
リ
ν
じ

阪ノ＜iii、JJ oG (;; 1-15.' 35' 
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わ
れ
ノ
、
一
私
は
小
山
寺
に
不
良
質
権
問
践
に
気
つ
い
た
が
、

同市

b
反
対
し
た
の
は
大
蔵
富
山
ι／
什
向
井
～
J

山
行
い
か
反
対
了
れ
は
さ
え
な
い
一
、

え
て
い
た
は
す
で
あ
る
c

し
か
？
な
が
っ
実
際
に
は
、

た
蔵
省
の
説
得
キ
問
主
人
れ
、

手ド
吊

f 
QL  

4又

訴
え

る

,, 
や

め
""r 、、

ま

＇苧

f限F人7土？： CE ：夕刊G：お7欠。UC.7 

た
c
I
V
勤
時
制
格
は
凶
復
ホ
る
の
で
あ
り
、
レ
ん

P
も
な
い
こ
い
ど
を
円
つ
ど
は
阿
る
、
と
〈
銀
行
業
界
b
夜
発
し
、
作
業
凶
作
b

（
銀
行

c、
斗；；

救
一
件
丸
公
ん

な
か
っ
と
t

尖
訟
を
矧
る
古
一
］
僚
機
品
刀
法

し
し
反
汁
し
れ
ん
ち
政
治
の
叶
パ
は
こ
の
間
百
認
が
ト
八
交
な
『
シ
に
な
る
と
い

火
山
d

に
同
り
、
げ
紅
J

川
県
も
到
ケ
マ
い
υ

そ
う
い
う
仕
狙
み
の
中
や
は
何
b
r
J
さ
な
し
一
と
い
う
の
で
あ
る
d

か
乙
川
川
沢
は
、
不
九
位
以
怯
川
地
図
の
た
め
の
公
的
資
金
投
人
に
は
反
対
が
強
い
と
い
う
ご
L

が
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
相
れ
汁
日
れ

か
り
λ
山

市

子

1
山
7
引
き
γ
円
五
し
、

県
京
一

ι券
以
引
所
を
町
小
、
r
角
閉
鎖
寸
ノ
4
1

い
う
非
常
ヱ
J

山
ね
に
訴
え

E
う
こ
、
工
、
い
た
は
す
で
あ
る
c

つ
ま
り

た
と
え
大
政
省
ゃ
ん
い
に
は
が
界
が
反
発
｝
プ
二
J
O
、
首
相
自
身
が
非
宵
子
段
を
と
る
二

ζ
P
U
い
切
っ

f
策
や
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
与

ゆ
え
に
、
ム
一
二
寸
間
記
と
さ
れ
る
の
は
、

ド
本
司
会
の
仕
総
み
y

い
主
ぶ
一
リ
は
、
白
沢
似
人
的
パ
ー
ノ
j

j
テ
ィ
ー
で
あ
ろ
う
」

し
か
も
余
阪
間
訟
の
重
大
さ

て
い
た
と
は
い
、
ぇ
、
一
円
沢
は
金
｝
際
機
問
刊
の
経
常
状
能
】
チ

1
却
に
ロ
4
M
L
P
I
で

そ
の
深
刻

き
を
認
識
し
た
の
ど
は
な
／
、
株
似
の
治
を
見
て
、
金
融
政
河
の
い
れ
Jμ

問
題
と
公
術
資
金
投
入
の

h
J

幻
L
T
b
L

い
ろ
U

そ
れ
ゆ
え
、
株
的
P
K
O
や
財
政
耽
汲
策
な
ど
一
一
、
株
悩
が

l
H
什
じ
よ
時
点
で

公
的
資
金
投
入
の
必
中
入
刊
は
低
ト
し
た
と
考
え
た
す
能

あ

る
実
際
に

一
九
九
一
年
今
月
す
い
の
衆
設
詩
子
持
委
C円
台
一
じ
宮
沢
は
、

住
比
J
h
L
i
h
訟
の
同
白
を
し
て
い
た
都
道
府
県
の
九
日

連
に
公
的
資
金
を
導
入
ヲ
？
？
で
は
な
い
刀
と
の
質
問
に
対
し
、

か
な
り
肢
し
い
t
い
し
責
打
い
な
る
ご
み
は
避
け
ら
れ
な
L
が、

M
円

見
の
L
t
さ
ん
に
述
1Uを
か
け
る
こ
ー
は
な
い
と
思
う
」
と
、
公
的
資
金
町
役
へ
を
内
定
す
る
光
一
日
乞
行
っ
て
い

要
J
y
る
に

引
口
沢
自
身
が
金
融
検
問
め
が
設
問
題
に
い
の
〕

か
な

n
の
認
ぷ
を
持
コ
て
J
U

た
こ
ー
と
ほ
焼
か
ご
は
志
る
も
内
の

ν
て
ま
コ
て
い
る
全
斗
融
機
関
が
あ
h
、
そ
れ
を
い
l

刻
に
処
坦
「
ゐ
必
要
が
あ
る
一
」
と
、
ュ
て
そ
の
と
め
に
は
政
淀

M
U
刊
枠
組
み
の
必
i

備
と
公
的
資
金
の
校
入
が
必
長
戸
、
こ
い
よ
ノ
ご
Y
安
、
と
－
〕
ト
ユ
刊
明
確
に
科
解
）
て
二
の
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が



成
る
の
で
あ
る
ー

第
匹
低

い
い
業
界

注
業
界
は
金
融
機
関
に
公
的
変
令
か
投
へ
さ
れ
る
守
主
一
古
川
川
く
は
忠
わ
な
い
v
w
司
、
府
中
の
企
業
の
粁
心
」
が
恋
牝
一
て
ふ
、

資
金
を
は
一
人
？
ニ
L

支
援
す
る
と
止
考
、
ズ
が
た
く
、
「
な
ぜ
ん
ほ
れ
ば
か
り
が
協
は
わ
れ
る
の
か
？
と
不
快
感
を
持
つ
コ

か

で
川
一
刀
、

J

’
 

リ
ス
ト
ラ
合
値
安
す
る
P

銀
行
は
、
批
判
口
の
桁
守
は
高
く
、
都
心
に
大
鋭
校
店
宇
多
数
構
え
た
ま
ま
で
あ
る
r

公
的
資
位
を
ぬ
入
す
ゐ
f
H
に
、
銀
行
も
）
ス
ト
ラ

そ
れ
に
対
ν

に
肘
阿
川
た
娘
i
I？
な
の
糸
楽
に
〕
訂
し
て
は
、

人
間
を
派
泣
1

、

ヰ
一
行
人
℃
、
き
だ
＋
張
オ
る
の
は
当
然
ご
あ
る
の

政
府
か
一
公
的

さ
る
を
待
な
い

に
も
悪
影
響
を
及
ほ
し
す
ー

ー
か
し
な
が
ら
、
金
融
機
関
の
絞
併
問
題
ょ
ん
マ
ク
ロ
絞
泣
の
停
泌
を
引
き
起
～
）
し
て
い
る
し
認
識
す
れ
ば
、
盤
台
地
パ
も
態
度
を
変
え

ま
＃
、
金
融
際
問
川
が
不
良
債
権
会
抱
え
て
い
る
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融
、
ン
ス
テ
ム
の
宏
之
は
銀
行
経
公
平
引
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
に
と
っ
ー
も
必
認
だ
と
知
っ
て
い
る
〈

ぞ
れ
に
比
べ
て

た
め
に
、
新
規
！
献
資
を
出
＼
え
ー
貸
し
円
〈
り
を
／
勺
え
は
、
主
口
仁
γ

絞
る
の
は
融
資
先
の
企
装
で
あ
る
口
そ
れ
ゆ
え
伝
来
の
町
村
山
J

い
蓄
は
、
人
J

先
に
主
べ

~ 

ノフ

た
公
的
資
合
の
収
入
い
以
け
け
す
る
恨
拠
は
、
J

は
い
川
円
的
な
う
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

不
良
債
権
問
題
が

一
貸
し
渋
り

や
マ
ク
ロ
絞
済
の
恋
化
を
も
た
お
り
し
て
い
る
と
認
識
し
ん
叫
山
で
、
吠
品
川
占
的

よ
っ
て
応
業
界
は

に
は
反
党
与
一
う
も
、
公
的
資
金
の
投
入
を
求
め
る
よ
み
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
〔

の
凧
旭
紅
f
y」
U
U
7
Q
l
y」

iL 
jし

／
干
の
仏
JfY
で
は
、
完
全
界
は
不
良
債
権
問
題
の
深
刻
さ
を
j
i
l

－－分

ζ

ー
で
、
感
情
的
に
反
発
J

た
v

し
か
し
な
が
ら
、
九
ぺ

ヲ
’アー

小
良
債
権
処
理
の
た
め
の
公
的
資
合
の
校
人
に
つ
い
て
は
、

作
？
の
段
階
子
会
的
資
会
が
投
入
さ
れ
な
J
O
J

た
ふ
因
子
、
凶
作
業
保
の
反
対
に
ぷ
る
も
の
だ
え
は
己
え
な
ν

一
～一、
Jι
↓
up
－
干
l
凶

O
E－
－
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芥
の
一
品
川
で
公
的
資
金
が
投
入
で
き
な
れ
v

つ
れ
ー
と
詰
る
加
藤
紘
を
は
じ
め
と
し
〈
、
片
山
一
を
除
、
玖
治
家
の
大
「
が
公
的
資
合
の
伐

c、

斗＂＇

5
 
0
 

一
九
九
一
年
以
降
に
お
い
て
山
、
庄
一
業
界
も
不

13債
権
問
喧
の
涼
刻
さ
を
一
北
設
し
、
人
以
的
資
金
の
投
入
与
口

2uを
一
小

7
よ
う
に
な
る

J
Jお日

夕日f
 

LLナ
A
f

へ
限

入
に
尽
川
内
l
一
、
い
た
が
：
り
で
あ
る
c

も
vF
ろ
ん
ム
人
民
省
、

b

R
！
一
て
公
り
小
山
資
金
の
投
人
に
比
対
し
て
い
ん
ハ

し
か
九
公
的
資
舎
は
投
入
さ
れ
な
か
J

七
v

ょ
っ
ご
、
＃
業
界
カ
公
的
資
金
役
人
の

て
の
よ

l

p

ケ
タ
ー
で
あ
っ
介

と
三
一
一
口
、
え
な
、

も
ッ
と
も
産
主
界
的
促
宗

1
る
公
的
資
金
の
投
人
一
本
は
、

信
組
処
組
以
別
に
お

v
て
は
、
土
地
の
m
R
い
な
り
機
関
の
設
置
に
と
い
y

しよ

3
C
V
J
t

糸
川
問
機
関
の
続
税
処
尚
一
枠
組
み
の
性
情
を
十
？
張
1

〕
て
い
な
か
っ
ん
こ
と
か
ら
1

〕
て
、
政
治
家
に
同
じ
＼
会
副
問
題
の

以
叫
却
さ
山
令

mm問
訟
の
本
交
を
分
に
は
訟
品
二
、
い
な
か
っ
た
と
考
え
り
わ
る
。

｛
付
記

本

研

究

は

、

川

成

五

一

U
可
変
！
文
部
科
学
小
口
私
学
研
究
費
補
助
舎
へ

L
T引
究
一
日
）

叫
川
ぺ
九
謀
説

1

本
と
ア
メ

ソ
カ
の
余
融
炊
策
レ
一
労
的
政
ム
川
の
げ
一
校
引
究

課
町
出
入
百
川
り

一
五
T

U

－

0
0
〕囚
J

に
か
る
州
究
成
果
の
部
む
あ
る
υ

ワ

】
円
本
ゥ
ヤ
清
新
町
」
一
九
九
i
n寸
一
ハ
月
一
一
口
利
川
刊

朝
日
「
炉
問
、
九
バ
J
τ
t
六
月
一
五
日
付
間
利

J

日
戸
木
片
付
治
割
問
匹
九
九
斗
乍
六
ほ
一
九
】
化
明
刈
リ

ュ
軒
日
新
中
間
一
九
九
T
a
六
月
－
ハ
円
付
慣
刊

円
手
打
泣
新
問
u

p

ハ
ん
斗
伝
六
月
一
ー
ハ
日
付
日
刊
一

－
H
ヰ
訊
刑
法
割
問
」

q
t
A乍
六
日
一
日
付
地
力
経
済

E

】
軒
日
が

" 4 3 ／ 
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一
日
朝
「
己
新
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H

一
！
万
力
寸

4
七
月
一

ν付
朝
日
A

〕

】
円
太
炉
同
新
一
1
3

九
九
i
n寸
己
汁
一

H
付
mvい刊
1

軒
白
紙
開
力
六
五
会
七
月
川
け
付
初
刊
ハ

ー
利
日
対
聞
H

一
九
力
寸

4
七
月
六
H
付
朝
刊
。

】円託収
J

片
手
軒
町
一
九
九
人
i
d寸
？
］
イ
ハ

H
汁

u

h

十
小
早
川
出
動
同
一
九
ん
斗
年
六
月
七
己
付
日
l
心

一
制
日
祈
間
一
九
力
百
午
〕
月
五

H
け
判
刊
c

円
六
粁
治
新
河
川
t

h
九ゎ一
z人
寸
川
付
一
当
日
付
鴨
川

u

h

げ
判
長
融
新
聞
H

一
九
九
斗
午
十
二
月
一
今
一
〕
村
、
〕

一
円
本
将
什
寸
執
阿
古
九
九
i
年
六
月

H
付
夕
刊
ぃ

H
人l
詐
叫
旧
新
問

h
F
ん
立
年
六
ト
d
l
パ

H
付
夕
刊

u

h

木
杯
出
剥
問
」
一
九
九
4
午十六

H
一
凶
口
付
明
一
九
い
…

τ
円
粁
令
駄
軒
問
中
」
九
九
斗
汗
正
月
二
日
付
〕

戸
本
訴
治
新
阿

h
u
A
4
4
六
日
一
凶
行
地
ん
経
済
円

朝
日
叶
間
」
九
九
I
午
六
月
一
一

H
付
叩

H
U

τ
円
に
詐
J
4
5
っ
た
と
九
ん
斗
が
六

H
川4
日
付
開
川

日
戸
ー
木
町
村
治
割
問
L

九
九
斗
乍
六
ほ
凶
】
化
ヶ
グ
ベ
川
リ

】
削
明
白
川
崎
何
中
間
一
九
九
百
年
六
月
九
円
付
旬
刊

H
F
d
h」
旧
新
聞
色

P
ハ
ん
斗
ヤ
六
日
七
日
沖
日
刊
一

日
朝
「
己
新
聞
H

一
！
万
力
寸

4
六
月
一
ヒ
「
戸
村
夕
刊
、
一

】
軒
日
新
開
一
九
九
T
白
六
月
八
円
パ
リ
慣
川
川
J

1

日
開
ヨ
新
聞
九
九
百
公
七
月
一
同
判
明
刊
r

一
副
初
日
祈
開
H

一
九
力

τ午
六
月
一
人

H
付
制
刊
〕
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日
朝
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七
月
↓
〈
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「戸付伺川
Y
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～
 

】紅引日千祈

1
h
財
Y

コ
山
杭
閑
九
九
十
凡
公
じ
円
一
七
？
つ
μ
竹一刈引
川
リ

一
削
別
日
坪
叶
開
H

一
九
力
百
午
八
月
一

N
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夕
刊
乙

】
軒
日
一
山
主
主
九
九
十

l
t九
乃
二
円
叶
M
L
刊、

u

h

木
町
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一
九
九
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年
九
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U
お
い
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司

一
円
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将
守
執
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古
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九
i
年
k
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八
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刊
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司
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六
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ハ
H
付
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川
〕
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川
県
町
「
立
円
新
聞
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、
市
民

A
J
m
注
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に
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山
ム
ザ
一
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五
つ
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i

円
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金
司
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一
九
九
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付
H
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τ
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詐
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ム
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九
九
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六
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付
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日
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叫
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h
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円
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什
γ

六
月
一
六
日
付
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－
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付

u

h

不
町
出
動
間
一
九
九
斗
年
七

H
fハ〕引い叶川一川
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什
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円

τ
H
K
況
が
吋
転
向
山
」
九
九
斗
汗
一
口
一
片
日
日
付
山
市
川

戸
本
訴
泊
新
阿

h
A
4
4
一
C
ド
一
円
七
夕
刊
じ

朝
日
オ
間
」
合
八
九
I
i
r
G
H川一

H
付
叩
H
J

τ
円
に
詐
ん
昨
ム
γ
丸
山
色
九
九
斗
が
一
月
一
六
日
付
軌
川
っ

ぷ
了
、
は
、
よ
川
龍
之
進
刊
金
融
政
括
行
政
治
七
政
治
山
川
』
口
小
山
部
へ
川
市
一
千
卓
上
v
f守
尚
ー
に
、

】
円
本
伊
清
新
m
M
n

一
九
九
i
与
一
f

石
川
一
二
口
利
夕
刊

Hypgm語
新
聞
ら

jpノ
y
v
i
作
一
一

H
一
一
日
付
創
刊
f

い
年
拝
読
山
間
仕
組
d

北
が
引
け
を
一
つ
ぷ
J

た
か
｜
｜
ド
ト
コ
メ
／
h

悶
町
主
一
取
り
政
椅
』
じ
木
経
済
新
聞
社
、
止
九
六
年
、
一
一
パ
一

一頁、

H
大
経
済
～
rzy
位
判
明
銀
h
J仇
7
N

二
斐
a

い
仇
尽
廿
仰
の
伯
m
辛
口
え
れ
約
一
店
如
何
円
九
九
丘
年
、
ー
一
ハ
一
八
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M
M
木
行
司
剖
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制
、
有
国
向
主
税
迷
ん
の
刊
ザ
」
、
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八
4

九
日
了
、
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一
九
）
日
朝
「
己
所
開
H

一
平
力
パ
寸

4
九
月
一
八
戸
村
明
日
一

へ
山
一
丘
一
ぬ
誇
川
口
会
M
Mイ
い
な
ぜ
迫
い
つ
め
ら
れ
た
の
カ
竹
～
店
店
内
山
内
変
貌
n

m

t
人
公
諸
下
、
九
九
仁
年
、
1
1

へ
貝
〔

brμ
、
西
府

知
戸
川
に
よ
る
と
、
J

石
川
は
六
何
相
f
h
間
治
事
件
の
八
千
子
ど
遅
ら
せ
た
い
と
ん
品
目
省
に
市
ノ
山
虫
、
い
た
一
ー
戸
ん
が
侍
に
な
J

ご
l
F、
相
銀
汗
川
品
、

ア
メ
リ
カ
山

rh宵
レ
寸
川
い
い
え
ョ
し
て
、
事
件
を
隠
蔽
す
る
k

ロ
附
が
な
か
’
と
干

y
」
予
す
す
た
め
、
に
f
M
告
に
事
l

吋
い
判
押
さ
1
1
プ
／
こ
y

を
山
川
九

泊
L

ぷ
の
ど
l
f

い

う

西

野

目

立

検
J

託
沿
問
主
企
イ
一
む
足
り
寸
ん
の
カ
F

H

寸
法
制
叫

lvm
二ヘノハ
J

作
、
ゎ
一
一
一
一
頁
内

（
日
刊
好
智
昔
、

h
拐
「
検
証
ト
セ
済
陪
雲
、
二
一
f
h

一
二
ヒ
ヌ
よ
な
れ
川
一
峠
！
太
蔵
省
誤
h
H
J
は
、
附
除
布
、
関
係
機
関
に
対

J、
引

mu胃
に
方
々
、
で
の
以
北
町
一
を
わ
勺
て
い
た
j
な
わ
ち
。
注
出
〕
什
よ
り
け
る
一
三
刊
に
い
い
い
の
貸
出
情
梓
の
つ
ら
、
川
収
ア
ペ
h
笥
栓
＼
む
斗
J

政
官

権
」
が

λ
兆
一
七
一
〉
一
一
的
j
、
利
江
じ
古
z
kな
怒
合
の
あ
ゐ
け
油
彩
～
奇
蹟
依
存
」
が
兆
川
一
V

戸
、
億
円
に
士
F
Q
1

）
分
類
7

亡
し
一
一
j

一一人

士
コ
川
け
い
討
と
一
分
類
以
、
山
刻
償
却
が
必
廷
な
ん
小
山
一
λ

仙
柿
干
あ
ゐ
。
そ
こ
で
、
ケ
の
合
計
七
ホ
ハ
一
／
入
憶
川
の
拐
小
八
見
込
み
組
を
割
り
振

合
、
れ
r

舟
一
体
引
い
は
二
兆
I
L
F

〉ノ
J／
川
一
仙
刊
の
情
迭
を
八
二
持
政
梨
さ
壮
一
、
残
り
在
日
ν
伺
い
に
瑞
で
先
』
J
t
る

＼

般

h
z
p
d

ッ
フ
〕
こ
（
（
リ
ノ
品

川
、
農
林
草
枕
が
兆
一
二
、
い
じ
億
川
に
な
2

？
J

j

か
J

、
山
町
林
千
九
統
の
汁
九
州
F
キ
軽
減
ず
ハ
ω
p
t
め
じ
、
銀
／
行
局
は
償
川
斗
史
へ
こ
れ
か
一
次
山
N

L
1

ヘ
）
予
四
方
針
山
ム
ハ

k

t
ハ
ワ
億
円
だ
け
一
枝
針
一
一
；
ω
一
川
品
、
町
体
行
1

炉
二
除
、
汀
白
山
川
（
作
？
一
ノ
」
町
ま
主
に
じ
た
J

つ
ま
〕
、
三
分
類
一
山

一
川
ハ
ハ
色
丹
の
亡
叫
を
先
足
り
L
て
一
一
人
い
い
じ
ん
九
社
へ

2
3
h
t
光
広
り
分
寺
院
林
系
統
の
己
泊
分
一
兆
〈
J

ハ
一
信
円
か
っ
l

江
」
引
き
、

農
林
系
統
の
負
引
を
一
兆
七
パ
、
U
億
刊
に
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と
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明
J

て
：
一
ろ
で
あ
る
じ
渇
ハ
什
引
ド
ペ
一
広
世
主
び
4

L

メ
ン
L

住
山
吉
田
坂
』
ケ
ノ
ヤ

エ
〆
ド
社
、
一
九
九
可
向
、
八
八
一
三
一
店
長
な
と
関
誌
の
使
に
つ
い
ご
止
、
注
刊
は
～
巴
京
世
に
日
点
で
軒
町
し
て
い
介
数
字
と
は
な

く
、
最
終
的
な
投
与
を
川
し
ご
し
マ
Q
J
H
記
評
」
円
新
聞
ι

μ

j
打

p
hず

H

八
日
付
日
刊
む
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出
。

一円）

f
げ
く
は
、
よ
川
能
之
進
、
足
利
つ
よ
融
政
策
の
政
治
行
政
品
在
”
宗
怠
刊
の
こ
と

へ
市
一
昨
H

仁
一
枚
よ
一
土
蔵
省
ば
映
作
心
内
ゴ
ほ
F

を
襲
っ
た
純
作
絶
命
の
危
機
東
洋
終
済
新
u
h？
、
力
九
九
司
、
二
戸
、
↓
一

九
一
コ
〔
、
上
門
附
「
同
氏
へ
の

Y
Aノ

同

刊

の
b

ず
り
の
日
胃
処
叫
か
徹
宍
牧
祉
住
専
M

叫ん川

v

れ
パ
げ
の
欺
眠
一
工
J

ノ
ミ
ス
九
一
一

ル
八
九
ノ
年
一
月
二

H
Z、
ρ

主）

ヘ
刊
一
片
r
v
M
ヱ
了
八
日
市
J

と
操
協
一

R
林
統
一
訂
協
会
、
九
九
七
牛
、
二
ハ
J

六
ハ
ノ
八
問
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へ
州
、
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木
計
法
制
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付
制

n
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J

刊、

y
ル
犯
去
な
一
一
一
過
L

り』

υ
本
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川
沿
劃
問
付
、
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u
o
n
L
、

（
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日
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清
司
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、
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ー
か
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一
則
い
）
川
沖
｛

H
f、
首
相
判
日
制
正
ー
…
i
F
取
引
川
山
－
忍
一
”
、
二

t
Rリ

ヘ
間
一
会
事
の
1
p

－
い
て
ゐ
る
良
林
系
r
此
白
川
同
住
林
系
統
の
ん
一
、
ま
い
に
ノ
い
一
＼
ー
こ
八
二
一
定
れ
を
落
し
一
し
所

c
J
J
、
メ
ご
い
た
い
、
J

、
拍
子
山
口
ノ
1

し

た
一
つ
証
一
口

υ
て
い
る
ハ
ー
一
日
新
聞
特
別
取
材
札
一
正
時
の
も
ノ
ソ
が

U
不
を
減
ば
J
q

戸
一
れ
で
し
い
の
カ
！
と
う
司
匂

U
本

旬

日

新
聞
什
、

K
九
六
年
、
川
－
九
民
）

へ
則
一
向
府
知
可
曾
は
、
町
忙
ふ
」
T

便
っ
て
机
J
J
し
で
つ
ヘ
リ
品
、
h

慣
わ
ず
に
河
川
山
地
涯
を
桁
叫
ん
』
し
で
？
し
二
こ
わ
？
ら
に
い
私
ん
と
も
大
蔵
省
h

批
判

さ
れ
ゐ
r

そ
れ
な
ら
ば
、
一
jd

叫に
w
m
Hペ
オ
へ
き
だ
し
一
t
う
の
が
f

入
百
円
尽
の
判
断
だ
J

た

l
y

論
じ
一
に
い
る
戸
出
町
智
品
、
古
持
d
h
h
l
け

将

河
喧
一
戸
、
二
科
二
長
一

、
町
一
人
誠
一
分
夫
－
円
立
政
治
の
対

υ
幹
幻
位
以
時
引
以
字
ー
ヴ
一
輔
の
山
口
P

口
史
公
論
桁
社
、
一
丸
力
九
F
L
i

、
二
ぺ
九
一

H
h
m

浩
一
反
沖
ー
た
蔵
省
八
刀
剖
官
僚
機
料
再
編
ー
と
卦
蛾

M
涯
の
政
治
f

里
一
荒
川
盟
、
ヒ
ュ

1
9
ペ
内
リ
ノ
ク
一
稿
、
J
m
T義
郎
叫
止
F
U
爪
）
日
川
〕
木
ノ
ム
制
ン

ス
一
ソ
ム
の
危
喰
ど
変
貌
一
円
本
将
司
新
岡
打
、
一
ぺ
J
C
年
川
、
一
一
一
一
、
判
ハ
戸
八
民
、
も
人
記
一
ん

J

叫
）
け
不
許
γ付
制
珂
引
制
、
山
県
土
悦
淫
I
仁

m
m保
守
八
口
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間
”
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～
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守
二
月
一

l
h
付
明
行
ρ

こ
の
記
事
は
、
割
以
品
川
問
符
市
出
力
柱
渋
諜
叫
』
刊
r

刻
問
悼
、
二
円

J
一
ニ
キ
、

一
五
九
六
丘
白
川
、
に
採
河
川
〕

ぶ
）
パ
木
川
県
町
「
立
円
新
聞
引
制
、
市
民

A
J
m
注
ー
に
の
山
ム
ザ
一
、
人
口
ι

一
的
）
朝
日
オ
間
」
合
八
九

1tf一
月
立
け
付
朝
日
。

（
川
一
日
大
一
社
叶
秒
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向
付
加
、
川
宅
一
t
J
I
…
カ
飢
行
会
つ
ぶ
〆
と
か
」
、
一
ハ
ノ
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一川川）

J
7
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え
五
人
的
キ
i

村
が
わ
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っ
て
い
な
L

9

J

h

j

b

J

て
1
t
少
令
く
と
む
そ
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下
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j
J
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わ
か
っ
て
ν

だ
ば
ず
で
i

あ
る

付
亡
す
ら
、
先
述
し
た
託
け
、
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専
の
草
次
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起
柴
m
y
川
品
川
戸
せ
い
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士
い
と
い
ノ
三
〈
を
バ
議
L
て
い
と
ν

（
山
山
一
池
町
市
祁
人
信
用
秩
↓
J

三
以
／
七
抑
制
一
堀
内
川
明
、
我
堀
川
一
宮
町
住
公
的
明
制
ー

τ九
牛
小
J

金
曜
』

N
T
r
出
店
、

ー五
j

一h

｛
間
一
川
北
津
排
包
土
y
f

た
主
ふ
－
、
し
一
な
？
納
付
れ
太
抜
高
ト
か
り
均
こ
ら
れ
九
／
日
T
A

へ

2
1日
開
ヨ
一
北
関
一
一

f
o一
一
公
月
一
八
同
判
明
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r
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一
利
日
－
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一
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H
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判
刊
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